
様式１

神戸市立工業高等専門学校（都市工学科）

神戸市立工業高等専門学校 数理・データサイエンス・AI教育プログラム(応用基礎レベル)【都市工学科】

改訂版モデルカリキュラム(2024年2月22日改訂)

学部・学科単位のプログラム

都市工学科

令和６年度以前又は令和７年度より、履修することが必須のプログラムとして実施

プログラムを構成する次の所定科目を全て修得すること。なお,所定科目は全て必修科目
である。
・数学Ⅰ(1年) 4単位
・数学Ⅰ(2年) 4単位
・数学Ⅰ(3年) 4単位
・数学Ⅱ(1年) 4単位
・数学Ⅱ(2年) 2単位
・確率・統計(4年) 1単位
・情報基礎(1年) 2単位
・都市工学実験実習(4年) 2単位
・都市工学実験実習(5年) 3単位

⑦プログラム構成科目

必要最低科目数・単位数 9 科目

26 単位

Ⅲ

授業科目 単位数 1-6 1-7 2-2 2-7 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-10 ＡＩ・DS実践 1-3 1-4 1-5 2-3 2-4 2-5 2-6 3-6 3-7 3-8 3-9 数学
発展

AI応用
基礎

データ
サイエンス
応用基礎

データ
エンジニアリング

応用基礎
その他

数学Ⅰ（1年） 4 ○

数学Ⅰ（2年） 4 ○

数学Ⅰ（3年） 4 ○

数学Ⅱ（1年） 4 ○

数学Ⅱ（2年） 2 ○

確率・統計(4年) 1 ○

情報基礎（1年） 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

都市工学実験実習(4年) 2 ○

都市工学実験実習(5年) 3 ○ ○ ○ ○ ○

モデルカリキュラム対応状況

Ⅰ Ⅱ

（１）必須科目（プログラムを修了する
ために必ず履修しなければならない科
目）

※卒業要件上の必修科目とは必ずしも
イコールではない

（２）選択必須科目（プログラムを修了
するために一定の条件のもと履修しな
ければならない科目）

（３）選択科目（プログラムを構成する
科目のうち「必須科目」「選択必須科
目」のいずれにも該当しない科目）

⑥ 修了要件

① 申請単位

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

大学等名

プログラム名

適用モデルカリキュラム

応用基礎レベルのプログラムを構成する授業科目について

② 既認定プログラムとの関係

③ 教育プログラムの修了要件

④ 対象となる学部・学科名称

⑤ プログラム履修必須の有無



⑥ プログラムを構成する授業の内容

授業に含まれているスキルセットのキーワード

1-6

・多項式関数，関数の傾きと微分の関係，積分と面積の関係，1次変数関数の微分法，積
分法，2変数関数の微分法，積分法「数学Ⅰ」
・順列，集合，組み合わせ，ベン図，条件付確率，指数関数，対数関数，ベクトルと行列，
ベクトルの演算，ベクトルの和とスカラー倍，内積，行列の演算，行列の和とスカラー倍，
行列の積，逆行列「数学Ⅱ」
※数学Ⅰは1年次～3年次4単位ずつ，数学Ⅱは，1年次4単位，2年次4単位が配分されて
おり，数学Ⅰについては3年を通じて，数学Ⅱについては2年を通じて上記内容をカバーし
ている。
・代表値(平均値，中央値，最頻値)，分散，標準偏差，相関係数，相関関係と因果関係，
確率分布，正規分布，点推定と区間推定(高度)「確率・統計」

1-7
・探索，探索アルゴリズム「情報基礎」

2-2

・構造化データ，非構造化データ「情報基礎」
・情報量の単位(ビット，バイト)，2進数，16進数「情報基礎」
・配列「情報基礎」

2-7

・文字型，整数型，浮動小数点型，変数，代入，四則演算，論理演算，順次，分岐，反復
の構造を持つプログラムの作成「情報基礎」

1-1
・データ駆動型社会，Society 5.0，データサイエンス活用事例「情報基礎」

1-2

・データ分析と進め方「情報基礎」
※演繹法，帰納法，アブダクション，問題解決の4箱方式などを教えている。
・様々なデータ可視化手法「情報基礎」

2-1

・ICT(情報通信技術)の進展，ビッグデータ，ビッグデータの収集と蓄積「情報基礎」
・ビッグデータ活用事例「情報基礎」
・人の行動ログデータ，機械の稼働ログデータ「情報基礎」

3-1

・AIの歴史，推論，探索，トイプロブレム，エキスパートシステム「情報基礎」
・汎用AI/特化型AI(強いAI/弱いAI)「情報基礎」
・機械学習ライブラリ(Scikit-learn，Prophet)「情報基礎」

3-2

・AI倫理，AIの社会的受容性「情報基礎」
・AIの公平性，AIの信頼性，AIの説明可能性「情報基礎」
・プライバシーと個人情報の仮名化，匿名化「情報基礎」

3-3
・機械学習「情報基礎」
・実世界で進む機械学習の応用と発展「都市工学実験実習(5年) 」
・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習「都市工学実験実習(5年) 」

3-4 ・実世界で進む深層学習の応用と革新「都市工学実験実習(5年) 」

3-5
・実世界で進む生成AIの応用と革新「都市工学実験実習(5年) 」
・生成AIの留意事項「都市工学実験実習(5年) 」

3-10

・AIの学習と推論、評価、再学習「都市工学実験実習(5年) 」
・AIの開発環境と実行環境「都市工学実験実習(5年) 」
・AIの社会実装、ビジネス/業務への組み込み「都市工学実験実習(5年) 」

Ⅰ

・「地盤データ可視化と三次元モデル構築実践」・・・点情報である地盤データを統合し，三
次元地盤モデルを作成することで，コンピュータツールを用いたデータ処理・可視化を体
験するとともに，実務で要求される地盤特性の空間的把握能力や設計への活用方法の
習得を目的とする．「都市工学実験実習(4年) 」
・「実験データ可視化と実現象の定量評価」・・・水理実験から取得した観測データをコン
ピュータ上で整理・可視化し，理論式に基づく計算値との比較・検証を行うことで，実験結
果の妥当性評価，誤差要因の分析，ならびに現象理解の深化を図ることで，実務で要求
される定量的判断力とデータ処理能力の習得を目的とする．「都市工学実験実習(4年) 」，
「都市工学実験実習(5年) 」

Ⅱ

・「AIの活用方法の提案とグループワーク」・・・各自でAIを用いた様々な分野への応用方
法について考え，それぞれの応用方法について，感想や意見を出しながら新しい活用方
法などを考えるグループワークを行っている．「情報基礎」
・「AI技術を活用した課題解決の提案」・・・実社会が抱える都市工学分野における種々の
課題（防災，環境，交通問題など）に対して，生成AIを活用しながら「調査→分析→モデリ
ング→表現→提案」といった，データ分析から解決策の提案までの一連の流れをグルー
プワークとして実践的に体験することを目的とする．「都市工学実験実習(5年) 」

⑦プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

リテラシーレベルで身につけた数理データサイエンスAIに関する基礎的素養に加え，本
プログラムでのグループワークや実習によって得られる実践的な技術を活用した自らの
専門分野に関わる地域社会への課題発見・解決能力，および，フィードバック能力の修
得．

授業に含まれている内容・要素

（１）データサイエンスとして、統
計学を始め様々なデータ処理に
関する知識である「数学基礎（統
計数理、線形代数、微分積分）」
に加え、ＡＩを実現するための手
段として「アルゴリズム」、「デー
タ表現」、「プログラミング基礎」
の概念や知識の習得を目指す。

（３）本認定制度が育成目標として
掲げる「データを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用できる人材」に
関する理解や認識の向上に資する
実践の場を通じた学習体験を行う
学修項目群。応用基礎コアのなか
でも特に重要な学修項目群であり、
「データエンジニアリング基礎」、及
び「データ・ＡＩ活用 企画・実施・評
価」から構成される。

（２）ＡＩの歴史から多岐に渡る技
術種類や応用分野、更には研究
やビジネスの現場において実際
にＡＩを活用する際の構築から運
用までの一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的なものに加
え、「データサイエンス基礎」、
「機械学習の基礎と展望」、及び
「深層学習の基礎と展望」から構
成される。



様式２

①プログラム開設年度 令和7 年度（和暦）

②履修者・修了者の実績（「学生数」「入学定員」「収容定員」は令和７年５月１日時点で記載）

うち女性 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

都市工学科 208 64 40 200 171 0 171 86%

合　計 208 64 40 200 171 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 171 86%

令和3年度 令和2年度 履修者数
合計 履修率

応用基礎レベルのプログラムの履修者数等の実績について

学部・学科名称
入学
定員

収容
定員

令和7年度 令和6年度 令和5年度 令和4年度学生数



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式３

①

(常勤） 90 人

（非常勤） 54 人

②

11 人

③

（責任者名） 林 泰三

（役職名） 校長

④

（名称） 教務委員会，神戸市立工業高等専門学校総合情報センター(以下，総合情報センター)，都
市工学科，神戸市立工業高等専門学校自己評価委員会(以下，自己評価委員会）

⑤

（名称） 神戸市立工業高等専門学校教務委員会規則，神戸市立工業高等専門学校総合情報セン
ター規則，神戸市立工業高等専門学校自己評価委員会規則

⑥

⑦

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

全学の教員数

プログラムの授業を教えている教員数（令和７年度）

プログラムの運営責任者

プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

体制の目的
P：教務委員会はカリキュラムや単位，成績の認定など学科の教務に関する事項を掌握
しており，教務委員会で本教育プログラムの質・履修者数の向上に関する事項を取り扱
う．
D：都市工学科における教育を支援するために専門科目については，学科が設置する数
理データサイエンスAI教育支援部会(以下，支援部会)と総合情報センターが設置する数
理データサイエンスAI教育支援専門部会(以下，支援専門部会)により具体的な本教育プ
ログラムの授業を支援し，教育の質向上を目指す．
CA：学科会議で本校で実施している授業アンケートを用いて，内容や学生の理解度を分
析する．本情報は，支援部会と支援専門部会とも共有され，授業改善案を教務委員会へ
提案する．
以上のPDCAサイクルにより本教育プログラムの教育活動の改善・進化を継続的に推進
する．
また，上記体制が適切に運用されているかについて，自己評価委員会が点検および評価
を行う．

具体的な構成員
■教務委員会：教務主事 1名，副主事 （教育） 4名，教務委員 9名，事務室 2名
教務主事（電子工学科 教授 戸崎 哲也）
副主事 （教育）（機械工学科 准教授 熊野 智之，電気工学科 准教授 河合 孝太郎，応用化学科 准教授 増田 興司，一般科 准教授 髙見 健太郎）
教務委員（機械工学科 准教授 清水 俊彦，機械工学科 助教 片山 大悟，電気工学科 准教授 河合 孝太郎，電気工学科 准教授 松露 真，電子工学科 教授
尾山 匡浩，応用化学科 教授 下村 憲司朗，都市工学科 准教授 小塚 みすず，一般科 教授 八百 俊介，一般科 准教授 大塩 愛子）
事務室（学生課教務担当係長 楠原 彩華，事務職員 松永 菜穂子）
■総合情報センター：センター長 1名，副センター長 4名，事務室 2名
センター長（電子工学科 教授 橋本 好幸）
副センター長（機械工学科 助教 藤田 政宏，電気工学科 准教授 松露 真，応用化学科 准教授 林田 平馬，一般科 教授 佐藤 洋俊）
事務室（事務職員 河西 正人，清田 実花）
■数理・データサイエンス・ AI 教育支援専門部会(総合情報センターから委任)： 3名
（電子工学科 教授 藤本 健司，電気工学科 教授 中村 佳敬，応用化学科 准教授 増田 興司）
■自己評価委員会：教務主事（研究担当） 1名，副主事（研究） 3名，自己評価委員  6名，事務室 3名
教務主事（研究担当）（都市工学科 教授 柿木 哲哉）
副主事（研究）（機械工学科 教授 橋本 英樹，電子工学科 教授 小矢 美晴，応用化学科 准教授 安田 佳祐）
自己評価委員 （機械工学科 助教 李 月桂，電気工学科 特任教授 津吉 彰，電子工学科 教授 荻原 昭文，応用化学科 教授 九鬼 導隆，都市工学科 教授 上
中 宏二郎，一般科 准教授 山本 長紀）
事務室（総務課総務担当係長 吉村 航平，学生課教務担当係長 楠原 彩華，事務職員 矢野  和成）
■都市工学科：学科長 1名，教員 9名，事務室 2名
学科長（都市工学科 教授 伊原 茂）
教員（都市工学科 教授 水越 睦視，教授 鳥居宣之，教授 柿木 哲哉，教授 上中 宏二郎，教授 野並 賢，教授 宇野 宏司，准教授 小塚 みすず，准教授 今井
洋太，特任准教授 高科 豊）
事務室（技術職員 小谷本 あかね ，技術職員 山本 紀子）
■都市工学科 数理・データサイエンス・AI教育支援部会(都市工学科学科長および学科長による委任)： 5名
（都市工学科 教授 伊原 茂，教授 鳥居宣之，教授 上中 宏二郎，准教授 小塚 みすず，准教授 今井 洋太）



⑧

令和７年度履修率 86%

令和８年度予定 100%

令和９年度予定 100%

令和10年度予定 100%

令和11年度予定 100%

⑨

⑩

本プログラムは，必修科目のみで構成されており，1年次は数学Ⅰ，数学Ⅱ，情報基
礎(リテラシーレベル必修科目)，2年次は数学Ⅰ，数学Ⅱ，3年次は数学Ⅰ，4年次は
確率・統計，都市工学実験実習，5年次は都市工学実験実習を修得する必要がある．

なお，本校は令和4年度から全学科を対象として，1年次の情報基礎を必修科目とす
る神戸市立工業高等専門学校 数理・データサイエンス・AI教育プログラムとして，リテ
ラシーレベルの認定を受けており，本プログラムはその続きとなる．また，本プログラ
ム開始以前の令和4年度，令和5年度，令和6年度における数学Ⅰと数学Ⅱ，ならびに
情報基礎においても，令和7年度以降の講義内容と大きな変化はないため，令和7年
度における履修者は，令和7年度の1年生と2年生と3年生と4年生の171名としている．

なお，本プログラムは，上述した通り，5年次で全ての対象科目を履修することになる
ため，令和8年度には，対象科目の全てを履修することになり，履修率が100%となる予
定である．

学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

本校では認定済みのものを含め，複数の学科で各専門分野の強みを活かす
個別の応用基礎レベル用のプログラムを実施している．そのため本プログラム
は「都市工学科」のみを対象としたものとなっている．なお，現時点では，全学
科対象プログラムへの変更は行わない予定である．

できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

本プログラムを修了するために履修しなければいけない科目は，全て必修科
目であり，1年次～5年次までに配当されている．そのため，本プログラムの対
象である都市工学科の学生（除く，転入学・編入学生）は全員1年次から履修可
能である．

具体的な計画

履修者数・履修率の向上に向けた計画 



⑪

⑫

全ての科目が卒業に必要な必修科目であり，単位が取得できていない学生
は次年度以降に再評価にて修得し，卒業時（除く，転入学・編入学生）には全
員履修・修得が可能となっている．

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

教員はオフィスアワーズを設定しており，学生からの質問を受け付けられるよ
うな体制になっている．また，本校は，学習管理Webサービス＆アプリのGoogle
Classroom(以下，Classroom)を利用しており，各教員はこのClassroomにて資
料（動画やスライドによる教材など）や理解度を確認するための課題などの教
育コンテンツを提供しているため，授業の進度に対応できなかった学生は自宅
で講義内容をさかのぼって復習や質問が可能となっている．

なお，学生はClassroomのストリーム機能にてコメントが可能なので，授業時
間内外を問わず授業担当者に質問が可能である．そして，平日の放課後に
は，総合情報センター演習室の放課後開放を実施しているため，学生が自主
的に放課後に演習室PCで動画を視聴したり課題を行うことが可能である（ス
マートフォンでも動画の視聴や質問も可能）．

できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

① 神戸市立工業高等専門学校自己評価委員会（以下，自己評価委員会）

柿木 哲哉

副校長・教務主事（研究）

② 自己点検・評価体制における意見等

自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状況

【意見】
都市工学科において，本プログラムを構成する科目は，全て必修科目で設定され

ており，履修に関しては都市学科学生全員（除く，編入学生）が履修できるようになっ
ている．また，修得に関しては，進級認定会議，および，教務委員会において単位の
履修状況，および，単位修得状況を確認している．単位が取得できていない学生は
次年度以降に再評価にて修得し，卒業時には全員（除く，編入学生）が修得できる状
態になることについても確認している．

【評価結果】
　実施している．

学修成果

【意見】
本プログラムに関わる構成科目は，全て必修科目として1年次～5年次まで設定さ

れており，現時点では，令和4年度以降に入学した学生が，履修している状態である
が，今後，全学生（除く，編入学生）が5年次までに履修する体制が確立している．

【評価結果】
　実施している．

学生アンケート等を通じた学生の
内容の理解度

【意見】
本プログラムでは，各科目に対する授業内容に関する評価と学生の理解度の尺度

として，本校授業アンケートを利用している(別紙補足資料1参照)．今年度について
は，本プログラムの構成科目の全平均点が全ての項目で4点(5点満点)を超えること
を都市工学科学科会議にて確認し，同学科内の数理・データサイエンス・AI教育支援
部会と学校全体の数理・データサイエンス・AI教育専門部会とで情報を共有し，今後
に関する改善案を提案し，教務委員会に引き継いでいる．

【評価結果】
　実施している．

学生アンケート等を通じた後輩等
他の学生への推奨度

【意見】
本プログラムを構成している科目は全て必修科目として開講しているため，後輩

等，他の学生への推奨度に関する項目については，該当しない．

【評価結果】
　本項目は，本プログラムに該当しないため，評価は行っていない．

全学的な履修者数、履修率向上
に向けた計画の達成・進捗状況

【意見】
本プログラムは，都市工学科全学生（除く，編入学生）が対象となる．また，本プロ

グラムの構成科目は，1年次～5年次までの必修科目のみで構成されているため，休
学などの理由で不履修となる学生を除いて，令和8年度には全ての学生が本プログ
ラムを100％履修することになる．なお，現時点では，令和4年度以降の入学者の合
計171名が履修している状態である．これについては，令和4-6年度で開講されてい
る1年次，2年次ならびに3年次の構成科目と内容については，同じであるため，令和
4,5,6年度の学生も履修生としている．

【評価結果】
　順調に実施できている．

自己点検・評価について

プログラムの自己点検・評価を行う体制

（責任者名）

（役職名）

自己点検・評価の視点

学内からの視点



自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等自己点検・評価の視点

学外からの視点

教育プログラム修了者の進路、
活躍状況、企業等の評価

【意見】
本プログラムは，開始したところであり，修了する学生が出るのは令和8年度終了

時になる．そのため，修了者の進路や活動状況については，現在のところ該当しな
い．本校では，卒業生に向けてのアンケートを実施しているため，修了者の活躍状況
については，そのアンケートを実施することで確認する予定である．また，企業等の
評価については，適宜就職先へのアンケートなどを行うことで確認する予定である．

【評価結果】
履修者の修了生が出ていないため，まだ実施は出来ていないが今後の予定として

は，策定されている．今後アンケート実施方法などを詰めていく必要がある．

産業界からの視点を含めた教育
プログラム内容・手法等への意見

【意見】
本プログラムはまだ履修段階であるが，2024年2月に225社に対して行った本校の

アンケート結果において，98％を超える企業において，実践的な高度情報人財が必
要であるという回答を得ており，大きな期待が寄せられている(別紙補足資料2参
照)．このような背景から，都市工学分野の知識を有し，その知識をベースとして数
理・データサイエンス・AIの情報技術も活用できるデジタル人財（専門分野×情報技
術）を育成することを目指し，「都市工学実験実習（5年）」の講義内容の一部を見直
し，演習では数名のチームを組ませて具体案を検討し発表することで，コミュニケー
ション能力や説明力の育成も意識している．

【評価内容】
　実施できている．

【意見】
本教育プログラムでは，低学年時は楽しく学べるように分かりやすく楽しく学べるよ

うにオリジナルの教材を提供している．また，アニメーション作品の中に含まれるエピ
ソードと関連づけて説明するなど学生の興味を引く工夫をしている（情報基礎）．さら
に，都市工学分野における様々なデータの取得方法とその処理方法に関する授業を
展開することで，工学への展開も意識づけし，学ぶことの意義を伝えている．これら
の授業内容は授業アンケートを用いて理解度などを確認し，学生がモチベーションを
維持しながら技術や手法の重要性や実践的な活用方法を意識させながら学べるよう
に改善を行っている．

【評価結果】
　実施している．

【意見】
本校では，自己評価委員会を中心に，授業アンケートを，通年科目においては，前

期，後期の2回，半期科目においては，それぞれ授業終了後に実施している．通年科
目においては，前期の授業アンケートを参考にしつつ，後期授業へのフィードバック
を行っている．これらの内容は都市工学科学科会議にて確認し，社会からの要望な
ども取り入れるように都市工学科 数理・データサイエンス・AI教育支援部会から提案
を行っている(別紙補足資料2参照)．

【評価結果】
　実施している．

数理・データサイエンス・ＡＩを「学ぶ楽し
さ」「学ぶことの意義」を理解させること

内容・水準を維持・向上しつつ、より「分か
りやすい」授業とすること

※社会の変化や生成AI等の技術の発展
を踏まえて教育内容を継続的に見直すな
ど、より教育効果の高まる授業内容・方
法とするための取組や仕組みについても
該当があれば記載



●2026(R08)年度に実施予定の都市工学実験実習（5年）について 

応⽤基礎レベルの学習内容に対応するため，都市工学実験実習（5 年）のシラバスを 2026(R08)

年度より改定し実施予定です．そのため，下記シラバスリストの通り，都市工学実験実習（5年）のみ

2026(R08)年度版を提出します． 

 

●シラバスリスト(2025(R07)年度版、9.都市工学実験実習（5年）のみ2026(R08)年

度版) 

1.数学Ⅰ ( 都市工学科・1 年・通年・必修・4 単位【講義】) 

2.数学Ⅰ ( 都市工学科・2 年・通年・必修・4 単位【講義】) 

3.数学Ⅰ ( 都市工学科・3 年・通年・必修・4 単位【講義】) 

4.数学Ⅱ ( 都市工学科・1 年・通年・必修・4 単位【講義】) 

5.数学Ⅱ ( 都市工学科・2 年・通年・必修・2 単位【講義】) 

6.確率・統計 ( 都市工学科・4 年・後期・必修・1 単位【講義・演習】) 

7.情報基礎 ( 都市工学科・1 年・通年・必修・2 単位【演習】) 

8. 都市工学実験実習(4 年) ( 都市工学科・4 年・前期・必修・2 単位【実験実習】) 

9. 都市工学実験実習(5 年) ( 都市工学科・5 年・通年・必修・3 単位【実験実習】) 



科　目

担当教員 山路 哲史 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 試験�レポー��評�する．

2 試験�レポー��評�する．

3 試験�レポー��評�する．

4 試験�レポー��評�する．

5 試験�レポー��評�する．

6

7

8

9

10

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年,シラバス

数学Ⅰ (Mathematics I)

都市工学科・1年・通年・必修・4単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

高等専門学校における数学M基Oとなる事ST丁Vに講義する．さらに�演ZT[うことにより�内aM定cと応用fM養
hTはかる．

【A1】整lm分数lM計pが�きる．

【A1】方程l・不等lTvいたり�利用したり�きる．

【A1】簡単な等l・不等lM証}が�きる．

【A1】2次関数m分数関数などMグラÇT理vし応用�きる．

【A1】三角比・三角関数に関する定理�公lT理vし活用�きる．

hâは�試験85%　レポー�15%　としã評�する．試験hâは中間試験と定期試験M平均ëとする．100ë満ë�60
ë以ïT合óとする．

「新基O数学 改訂版」：高遠節夫 他 著 (大日本図書)
「新基O数学問題集 改訂版」：高遠節夫 他 著 (大日本図書)
「新課程 チャー�l 基Oと演Z 数学I+A�数学II+B+C」：チャー�研究所 編著（数研出版）

「新版 基O数学 改訂版」：岡本和夫 著（実教出版）
「LIBRARY 工学基O＆高専TEXT 基O数学［第2版≈」：佐々木良勝 他 著 (数理工学社)
「高専テキス�シリーズ 基O数学（第2版）」：ï野健爾 監修（森北出版）
「新版 基O数学演Z 改訂版」：岡本和夫 著（実教出版）
「LIBRARY 工学基O＆高専TEXT 基O数学問題集［第2版≈」：佐々木良勝 他 著 (数理工学社)

1年M数学II�2年M数学I・数学II

履修:�
注意事項

・時間に余ÿがある場合には�発展›な話題Tflうこともある．・参考書に„げた書Âは全部Ëえる必Íはない．・4ÎMオ
リエンテーションM中��入学Òに課した課題についãM実f試験T実Ûする．こM試験M結ıは1年数学IMhâとは関
ˆがない．
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授4計画（数学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 整lM加法・減法�整lM乗法 整lM加法・減法�乗法についãv˚し�演ZT[う．

2 因数分v 因数分vM公lおよびそMˇい方についãv˚し�演ZT[う．

3 整lM除法�剰余M定理と因数定理 整lM除法および剰余M定理と因数定理についãv˚し�演ZT[う．

4 分数lM計p 分数lM計pについãv˚し�演ZT[う．

5

6 いろいろな方程l 連立方程lm高次方程lなど�いろいろな方程lについãv˚し�演ZT[う．

7 演Z

8 中間試験 Ò期中間試験T[う．

9 中間試験Mv答・v˚�恒等l�等lM証} Ò期中間試験M答�T返	し�v答Tv˚する．また�恒等lおよび等lM証}についãv˚し�演ZT[う．

10

11 いろいろな不等l

12 不等lM証} 不等lM証}についãv˚し�演ZT[う．

13 関数とグラÇ 関数に関する用�m座標平�についãv˚し�グラÇTか�準�Tする．

14

15

16

17 べき関数�分数関数 べき関数�分数関数についãv˚し�演ZT[う．

18 無理関数 無理関数についãv˚し�演ZT[う．

19 逆関数 逆関数についãv˚し�演ZT[う．

20 鋭角M三角比 三角比M定義・性�とそM利用についãv˚し�演ZT[う．

21 鈍角M三角比 三角比T鈍角に拡�Mï�そM相互関ˆについãv˚し�演ZT[う．

22 三角�へM応用 正弦定理・余弦定理など三角比M三角�へM応用についãv˚し�演ZT[う．

23 中間試験 後期中間試験T[う．

24 中間試験Mv答・v˚�一般角と三角関数 後期中間試験M答�T返	し�v答Tv˚する．また�一般角および一般角M三角関数についãv˚し�演ZT[う．

25 弧,法�三角関数M性� 弧,法�三角関数M性�についãv˚し�演ZT[う．

26 三角関数MグラÇ�グラÇM拡大・縮小 三角関数MグラÇ�グラÇM拡大・縮小についãv˚し�演ZT[う．

27 三角関数M方程lと不等l 三角関数T'(方程l・不等lについãv˚し�演ZT[う．

28

29 )T和・差（和・差T)）に+す公l�三角関数M合hについãv˚し�演ZT[う．

30 演Z 三角関数に関する総合›な演ZT[う．

Ò期�後期ともに中間試験および定期試験T実Ûする．

2次方程l�vとˆ数M関ˆ 2次方程lMv法�判別l�およびvとˆ数M関ˆについãv˚し�演ZT[う．

6/ま�M内aについã演ZT[う．

不等lM性��1次不等lMv法 不等lとそMvM性��1次不等lMv法についãv˚し�演ZT[う．

連立不等l�2次以ïM不等lなどMv法についãv˚し�演ZT[う．

2次関数MグラÇ�2次関数M最大・最小 2次関数MグラÇとそM最大値・最小値についãv˚し�演ZT[う．

2次関数と2次方程l 2次関数と2次方程lについãv˚し�演ZT[う．

2次関数と2次不等l 2次関数と2次不等lについãv˚し�演ZT[う．

加法定理�加法定理M応用(1) 加法定理および2倍角M公l�半角M公lについãv˚し�演ZT[う．

加法定理M応用(2)

I
考
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科　目

担当教員 谷口 公仁彦 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

理工学��基�とな�微分・積分学�講 す�"概$�理%&重(�)き+豊-な演/�0じ2運用能6�7め�"

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 無限数<とそ�>&つい2�計Bができ�か�試験+レポーKLで評Nす�"

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業7L専門学校 2025年[シラバス

数学Ⅰ (Mathematics I)

都市工学科・2年・0年・必修・4単位【講 】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

【A1】無限数<とそ�>&つい2�計Bができ�"

【A1】関数�極限・連続xなど�概$�理%し+ 極限�計Bでき�"
関数�極限・連続xなど�概$�理%し+ 極限�計Bでき�か�試験+レ ポー

KLで評Nす�"

【A1】様|な関数�微分係数・導関数・第2次導関数�計Bでき+グラフ �

概形+接線+速[・加速[など&応用でき�"

様|な関数�微分係数・導関数・第2次導関数�計Bでき+グラフ�概形+ 接

線+速[・加速[など&応用でき�か�試験+レポーKLで評Nす�"

【A1】様|な関数�不定積分・定積分�計Bでき+積分�面積・体積など 

&応用でき�"

様|な関数�不定積分・定積分�計Bでき+積分�面積・体積など&応用 で

き�か�試験+レポーKLで評Nす�"

成éは+試験85%　レポーKL13%　í�実6試験2%　とし2評Nす�"試験成éは中間試験と定期試験�平均(と

す�"100(満(で60(以ú�合ûとす�"

「新版 微分積分 I 改訂版」 : 岡本 >夫 編 (実教出版)

「新版 微分積分 I演/ 改訂版」 : 岡本 >夫 編 (実教出版)

「新課程 チャーK式 基�と演/ 数学II+B+C+数学III」 : チャーK研究所編著 (数研出版)

「新編 7専�数学2(第2版・新装版)」：田代嘉宏 他 編（森北出版）

「新 微分積分I 改訂版」 : 7遠節夫 他 著 (大日本図書)

「新編 7専�数学 2 問題集（第2版）」：田代 嘉宏 著 (森北出版)

「新 微分積分I 問題集 改訂版」 : 7遠節夫 他 著 (大日本図書)

「大学・7専À�ため� %法演/ 微分積分I」：糸岐宣昭・“”廣孝 著 (森北出版）

1年�数学I・数学II

履修:�
注意事項

・時間&余ÿがあ�場合&は+発展›な話題�flうこともあ�・参考書&Âげた書Áは全部Íえ�必Ïはない"・4Ì�最

Ô�授業時&+1年時�数学�内Ò&関す�実6試験�実Úし+成é& 加Ûす�"・前年[�学年末休業前&課された課

題�成é�レポーK�成é&加Ûす�"
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授4計画（数学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 無限数<�極限 無限数<�極限&つい2%˘し+演/�˙う"

2 無限L比数< 無限L比数<&つい2%˘し+演/�˙う"

3 無限L比級数 無限L比級数&つい2%˘し+演/�˙う"

4 関数�極限値 関数�極限値&つい2%˘し+演/�˙う"

5 関数�いろいろな極限 関数�いろいろな極限&つい2%˘し+演/�˙う"

6 いろいろな関数�極限 いろいろな関数�極限&つい2%˘し+演/�˙う"

7 連続関数 連続関数&つい2%˘し+演/�˙う"

8 中間試験 中間試験�˙う"

9 中間試験�%答・%˘+平均変化�と微分係数+導関数 中間試験�返�し+%答・%˘�˙う"平均変化�と微分係数+導関数&つい2%˘し+演/�˙う"

10 関数�積・��微分法+合成関数�微分法&つい2%˘し+演/�˙う"

11 逆関数�微分法+“角関数�導関数&つい2%˘し+演/�˙う"

12 対数関数と指数関数�導関数 対数関数と指数関数�導関数&つい2%˘し+演/�˙う"

13 7次導関数+接線�方程式&つい2%˘し+演/�˙う"

14 平均値�定理+関数�増
&つい2%˘し+演/�˙う"

15 関数�グラフ&つい2%˘し+演/�˙う"

16 曲線�凹�とグラフ&つい2%˘し+演/�˙う"

17 いろいろな応用 関数�グラフ�概形�方程式�不L式などへ�利用&つい2%˘し+演/�˙う"

18 近似式+速[と加速[ 近似式+速[と加速[&つい2%˘し+演/�˙う"

19 不定積分 不定積分&つい2%˘し+演/�˙う"

20 )換積分法と部分積分法 )換積分法と部分積分法&つい2%˘し+演/�˙う"

21 いろいろな関数�不定積分 いろいろな関数�不定積分&つい2%˘し+演/�˙う"

22 演/

23 中間試験 中間試験�˙う"

24 中間試験�%答・%˘+定積分 中間試験�返�し+%答・%˘�˙う"定積分&つい2%˘し+演/�˙う"

25 定積分�)換積分法 定積分�)換積分法&つい2%˘し+演/�˙う"

26 定積分�部分積分法+微分積分学�基本定理 定積分&よ�面積�計B法&つい2%˘し+演/�˙う"

27 いろいろな図形�面積 定積分�面積へ�応用&つい2%˘し+演/�˙う"

28 体積 定積分�体積へ�応用&つい2%˘し+演/�˙う"

29 区分求積法 区分求積法&つい2%˘し+演/�˙う"

30 定積分と不L式 定積分と不L式&つい2%˘し+演/�˙う"

前期+後期とも&中間試験およ�定期試験�実Úす�"

関数�微分法（1）

関数�微分法（2）+“角関数�導関数

7次導関数+導関数と関数�増
（1）

導関数と関数�増
（2）

関数�グラフ（1）

関数�グラフ（2）

16～21��総合›な演/�˙う"

I
考
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科　目

担当教員 吉村 弥子 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 重積��計�ができるか�試験�レポート�!テストで評%する．

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年8シラバス

数学Ⅰ (Mathematics I)

都市工学科・3年・通年・必修・4単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

理工学W�基Yとなるテイラー展開�偏微��重積��微�方程cについg講義する．概i�理jに重k�おき�基本問題
�応用問題�演sで基Y�tめ�さらに応用x�つけg運用能x�高める．

【A1】ロピタ��定理�テイラー�定理など�Çっg�関数�極限値�近似
値など�計�ができる．

ロピタ��定理�テイラー�定理など�Çっg�関数�極限値�近似値など�計
�ができるか�試験�レポート�!テストで評%する．

【A1】�数関数�三角関数など�様çな関数�不定積��èめることがで
きる．

�数関数�三角関数など�様çな関数�不定積��èめることができるか�
試験�レポート�!テストで評%する．

【A1】定積��Çっg�面積�体積�曲î�ïさが計�できる． 定積��Çっg�面積�体積�曲î�ïさが計�できるか�試験�レポート�!テ
ストで評%する．

【A1】偏導関数�計�ができ�偏導関数�応用し�極値ò条件õき極値�
èめることができる．

偏導関数�計�ができ�偏導関数�応用し�極値ò条件õき極値�èめるこ
とができるか�試験�レポート�!テストで評%する．

【A1】重積��計�ができる．

【A1】微�方程cとそ�jについg理jし�1階微�方程c�2階微�方程
cがjける．

微�方程cとそ�jについg理jし�1階微�方程c�2階微�方程cがjけ
るか�試験�レポート�!テストで評%する．

成üは�試験85%　レポート2%　!テスト10%　実x試験3%　としg評%する．試験成üは中間試験と定期試験�平
ßとする．100k満kで60k以´�合≠とする．

「新編 高専�数学3 [第2版・新装版]」：田代 嘉宏 他 編（森北出版）
「改訂版 新版微�積�II演s」：岡本 和夫 監修（実教出版）

「改訂版 チャートc 基Yと演s 数学III」：チャート研究所 編著（数研出版）
「改訂版 新版微�積�II」：岡本 和夫 監修（実教出版）
「数研講Œシリーズ 大学教養 微�積�」：加藤 文元 著（数研出版）
「大学・高専◊�ため�j法演s 微�積�II」：糸岐 宣昭 他 著（森北出版）
「高専テキストシリーズ 微�積�2 問題集」： ´野 健爾 監修（森北出版）

1�2年�数学I�数学II

履修:�
注意事項

・時間に余Âがある場合には発展Èな話題�Îうこともある．・レポートは夏季休業前�冬季休業前等�適宜ıす．・参考書
に˘げた書˚は全部˛える必�はない．・4��最��授業時に2年時まで�数学�内�に関する実x試験�実�し�k
数�成üに加	する．・前年8�学年末休業前にıされたı題�成ü�レポート�成üに加	する．
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授4計画（数学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 曲î�媒介変数方程c�極Œ�と曲î 媒介変数で表�された曲î�概���べる方法�学sする．

2 不定��極限値

3 べき級数�高次導関数

4 テイラー�定理

5 無理関数など�不定積�

6 �数関数�不定積�

7

8 中間試験 中間試験��う．

9 試験返却�和�極限としg�定積�

10 面積・体積

11 曲î�ïさ

12 広義積�

13

14 偏導関数�合成関数�偏導関数

15

16

17 陰関数定理

18 条件õき極大・極!

19 重積�

20 積��順序変更 積�順序�変更�理jし�計��する．

21 体積

22 極Œ�による重積�

23 中間試験 中間試験��う．

24 試験返却�微�方程cとj

25 変数�離�

26 同次�

27 î�微�方程c�完全微��

28

29

30 演s

前期�後期ともに中間試験およ%定期試験�実�する．

ロピタ��定理�用いg不定��極限�èめる.

べき級数�高次導関数�Îいについg学sする.

テイラー展開�マクローリ)展開�Çっg関数�近似c�èめる.

無理関数など�不定積�についg学sする.

�数関数�不定積�についg学sする.

sin x�cos x ��数関数�不定積� sin x�cos x �-.�数関数�不定積�についg学sする.

中間試験�答0�返却し�j答�j1する．和�極限としg�定積��理jし�和�極限�定積�に2しg計�する.

定積��Çっg面積ò体積�計�する.

定積��Çっg曲î�ïさ�計�する.

広義積�についg理jし�広義積��計�する.

2変数関数 2変数関数�概i�理jし�極限値ò連続5��べる.

偏導関数についg理jし�様çな偏導関数�計��する.

2変数関数�平ß値�定理 2変数関数�平ß値�定理�理jし�誤7�評%に利用する.

2変数関数�極大・極! 偏導関数�Çっg極値�計��する.

陰関数定理についg理jし�極値ò特異k�èめる.

条件õき�関数�極値についg理jし�極値�èめる.

重積�についg理jし�計��する.

重積��Çっg体積�èめる.

極Œ��Çっg重積��èめる.

中間試験�答0�返却し�j答�j1する．微�方程cと一般j�特殊j�特異jについg理jする.

変数�離��微�方程c�jく.

同次��微�方程c�jく.

î�微�方程c�完全微���微�方程c�jく.

2階微�方程c 2階微�方程c�1階微�方程cに2しgjく.

定数係数2階î�微�方程c 定数係数2階î�微�方程c�jく.

微�方程c�jく演s�する.

I
考
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科　目

担当教員 菅野 聡子 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 試験�レポー��評�する．

2 試験�レポー��評�する．

3 試験�レポー��評�する．

4 試験�レポー��評�する．

5 試験�レポー��評�する．

6 試験�レポー��評�する．

7 試験�レポー��評�する．

8 試験�レポー��評�する．

9 試験�レポー��評�する．

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年+シラバス

数学Ⅱ (Mathematics II)

都市工学科・1年・通年・必修・4単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

高等専門学校における数学L基Nとなる事RS丁Uに講義する．さらに�演YSZうことにより�内`L定bと応用eL養
gSはかる．

【A1】実数�複素数L計nが�きる．

【A1】集rL概tS理vw応用�きる．

【A1】順yと組rせS|っ~場rL数L計nが�きる．また�二項定理が
|える．

【A1】さまざまな確áL計nが�きる．

【A1】命âLäえãS理vw�証çが�きる．

【A1】座標平面í��ìと直線�2次曲線�領ôなどLõúãS理v�きる．

【A1】指数法則�指数関数S理vw�計nおよ°応用が�きる．

【A1】対数L定義�対数関数S理vw�計nおよ°応用が�きる．

【A1】数yとそL§に関する事項およ°数学的帰納法LäえãS理v�
きる．

g®は�試験80%　レポー�20%　とw~評�する．試験g®は中間試験と定期試験L平均ìとする．100ì満ì�60
ì以íSr±とする．

「新基N数学 改訂版」：高遠節夫 他 著 (大日本図書)
「新基N数学問â集 改訂版」：高遠節夫 他 著 (大日本図書)
「新課程 チャー�式 基Nと演Y 数学I+A�数学II+B+C」：チャー�研究所 編著（数研出版）

「新版 基N数学 改訂版」：岡本§夫 著 (実教出版)
「新編 高専L数学1 [第2版・新装版]」：田代嘉宏・難波完爾 編 (森北出版)
「高専テキス�シリーズ 基N数学 (第2版)」：高専L数学教材研究会 編 (森北出版)
「新版 基N数学演Y 改訂版」：岡本§夫 著 (実教出版)
「新編 高専L数学1 問â集 (第2版)」：田代嘉宏 編 (森北出版)

1年L数学I�2年L数学I・数学II

履修:�
注意事項

・時間に余Íがある場rには�発展的な話âSõうこともある．・参ä書にÒげた書Ûは全部ˆえる必˜はなú．・確áにつ
ú~はチャー�S利用する．
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授4計画（数学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 実数�平ã根 実数�絶対値�平ã根につú~v˝w�演YSZう．また�分ˇL有理�につú~v˝w�演YSZう．

2 複素数 複素数L定義およ°計nã法につú~v˝w�演YSZう．

3 集r�集rL˜素L個数 集rL概tにつú~v˝w�演YSZう．また�集rL˜素L個数につú~v˝w�演YSZう．

4 場rL数�順y §L法則��L法則につú~v˝w�演YSZう．また�順yおよ°重複順yにつú~v˝w�演YSZう．

5 組rせ��じもLS�	順y 組rせL計nとそL応用につú~v˝w�演YSZう．また��じもLS�	順yにつú~v˝w�演YSZう．

6 円順y�二項定理 円順y�二項定理につú~v˝w�演YSZう．

7 演Y 順yと組rせにつú~L総r的な演YSZう．

8 中間試験 前期中間試験SZう．

9 中間試験Lv答・v˝�命â

10 事�と確á�確áL基本性質 事�と確áL概tおよ°確áL基本性質につú~v˝w�演YSZう．

11 独立な試Zと確á�条件�き確á 独立な試ZL確á�反復試ZL確á�条件�き確áにつú~v˝w�演YSZう．

12

13

14 円Lã程式 座標平面íL円Lã程式につú~v˝w�演YSZう．

15 楕円�双曲線 座標平面íL楕円�双曲線につú~v˝w�演YSZう．

16

17 不等式と領ô 座標平面í�不等式L�す領ôにつú~v˝w�演YSZう．

18 演Y

19 累乗根�指数L拡張 累乗根とそL性質�指数L整数・有理数へL拡張と指数法則につú~v˝w�演YSZう．

20 指数関数 指数関数とそLグラフ�指数ã程式・不等式につú~v˝w�演YSZう．

21 対数 対数L定義・性質�#L変換公式につú~v˝w�演YSZう．

22 演Y 指数関数およ°対数L計nにつú~演YSZう．

23 中間試験 後期中間試験SZう．

24 中間試験Lv答・v˝�対数関数 後期中間試験L答(S返*w�v答・v˝SZう．また�対数関数とそLグラフ�対数ã程式・不等式につú~v˝w�演YSZう．

25 常用対数 常用対数につú~v˝w�演YSZう．

26 数y�等差数y 数yL基本事項�等差数yとそL§につú~v˝w�演YSZう．

27

28 さまざまな数yL§L計nã法につú~v˝w�演YSZう．また�漸�式につú~v˝w�演YSZう．

29 数学的帰納法 数学的帰納法につú~v˝w�演YSZう．

30 演Y

前期�後期ともに中間試験およ°定期試験S実.する．

前期中間試験L答(S返*w�v答・v˝SZう．また�命âLäえãと必˜条件・十分条件�命âL逆・裏・対2と証çã法につ
ú~v˝w�演YSZう．

2ì間L距4と内分ì 座標平面íL2ì間L距4�線分L内分ì�三角7L重8につú~v˝w�演YSZう．

直線Lã程式�2直線L関係 座標平面íL直線Lã程式�2直線L平Z・垂直条件につú~v˝w�演YSZう．

放物線�2次曲線L接線 座標平面íL放物線につú~v˝w�演YSZう．また�座標平面íL2次曲線L接線につú~v˝w�演YSZう．

2次曲線およ°不等式L�す領ôにつú~演YSZう．

等比数y�úろúろな数yL§(1) 等比数yとそL§につú~v˝w�演YSZう．また�§L記号ΣL性質につú~v˝w�演YSZう．

úろúろな数yL§(2)�漸�式

24～29EL総r的な演YSZう．

I
考
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科　目

担当教員 吉村 弥子 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 行列�つい�理�し， 実��計�ができるか"試験，レポー(で評*する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年=シラバス

数学Ⅱ (Mathematics II)

都市工学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

工学，自然科学，社会学な_幅aい分cで利eされる線形代数学k基m�つい�講義し，演o"行う. 発展tな事vw適
宜zう予|である.

【A1】ベク(Äk意Çおよびそk性à"理�し，基本tな計�ができる． ベク(Äk意Çおよびそk性à"理�し， 基本tな計�ができるか"試験，レ
ポー(で評*する．

【A1】ベク(Äkäãå"利eし�， 平éè空ëk図形"ìãる． ベク(Äkäãå"利eし�， 平éおよび空ëk図形"ìãるか"試験，レポ
ー(で評*する．

【A1】行列およびそk演�åî"理�し， 基本tな計�ができる． 行列およびそk演�åî"理�し， 基本tな計�ができるか"試験，レポー(
で評*する．

【A1】連立1次å程�k�î�つい�理�し， 実��計�ができる. 連立1次å程�k�î�つい�理�し， 実��計�ができるか"試験，レポー
(で評*する．

【A1】行列��つい�理�し， 実��計�ができる.

成ôは，試験90%　レポー(10%　とし�評*する．100点満点で60点以°"合£とする．試験成ôは中ë試験と|期試
験k平¶とする．

「改訂版 新版 線形代数」：岡本 和夫 監修（実教出版）
「改訂版 新版 線形代数演o」：岡本 和夫 監修（実教出版）
「新課程　チャー(�　基mと演o　数学II+B+C」：チャー(研究所編著 (数研出版)

「新 線形代数 改訂版」：高遠 節夫 監修（大日本図書）
「高専テキス(シリーズ 線形代数 第2版」：°c 健爾 監修（森北出版）
「線形代数学　初œか–ジョÄダ‘標準形◊」：三宅 敏恒 著(培風館)
「線形代数学k演o」：三宅 敏恒 著(培風館)
「キーポイ‘( 線形代数」：薩摩 順吉・„‰谷 晶二 著 (岩波書店)

1年k数学I， 数学II

履修:�
注意事項

・レポー(は夏季休業前・冬季休業前等，適宜課す.・参ä書�ÒげÛ書Ùは全部˜ãる必¯はない.
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授4計画（数学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 平éベク(Ä

2 平éベク(Äk成分表˙と大きさ

3 ベク(Äk内積

4 位˝ベク(Ä

5 直線kベク(Äå程�

6 ˇkベク(Äå程�

7 演o

8 中ë試験

9 試験返却，空ë座標

10 空ëベク(Ä

11 空ëベク(Äk内積

12

13

14

15 演o

16

17 行列k累乗，逆行列�つい�学ぶ．

18 転˝行列，対称行列，交代行列，直交行列な_�つい�学ぶ．これまでk演o"行う．

19 �き出しî�つい�学ぶ．

20 逆行列k��å，行列k階数�つい�学ぶ．

21

22 演o 行列�つい�k総合演o"行う．

23 中ë試験

24 試験返却，行列�k|義 中ë試験k答�"返却し，�答"��する．行列�k|義�つい�学ぶ．

25 行列�k性à 行列�k性à�つい�学ぶ．

26 行列�k展開 行列�k余因子展開�つい�学ぶ．

27 文�"�ん�行列� 文�"�ん�行列�kìいå�つい�学ぶ．

28 行列�と逆行列 行列�"eいÛ逆行列k表しå�つい�学ぶ．

29

30 演o

前期，後期とw�中ë試験および|期試験"実�する．

ベク(Äk基本tな概念・e"および加î・減î・実数%な_k演�とそk基本î&�つい�学ぶ.

ベク(Äk成分表˙，大きさ，平行�つい�学ぶ.

ベク(Äk内積，成分計�， 基本性à�つい�学ぶ.

位˝ベク(Äk利eî�つい�学ぶ.

直線kベク(Äå程��つい�学ぶ.

ˇkベク(Äå程��つい�学ぶ.

平éベク(Ä�つい�k総合演o"行う.

中ë試験"行う.

中ë試験k答�"返却し，�答"��する．空ë座標k基本tなìいåとe"�つい�学ぶ.

空ëベク(Äとそk成分�つい�学ぶ.

空ëベク(Äk内積�つい�学ぶ.

空ëベク(Äk応e(1) 空ë�おける位˝ベク(Äkìいåと直線kå程��つい�学ぶ.

空ëベク(Äk応e(2) 空ë�おける平ékå程�と球ékå程��つい�学ぶ.

空ëベク(Äk応e(3) 点と平ék距離，およびベク(Äk外積�つい�学ぶ.

空ëベク(Ä�つい�k総合演o"行う.

行列(1) 行列k概念とe"および和，差，スカラー%，積な_k行列k基本tな演��つい�学ぶ.

行列(2)

行列(3)

連立1次å程�と行列（1）

連立1次å程�と行列(2)

連立1次å程�と行列(3) 正&でない連立1次å程��つい�，そk�きå"学ぶ．

中ë試験"行う.

行列�と連立1次å程� 連立1次å程��1するクラメÄk公��つい�学ぶ．正&でない連立1次å程��つい�復oする．

行列��つい�k総合演o"行う.

I
考
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科　目

担当教員 谷口 公仁彦 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%) (c),(d)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年#シラバス

確率・統計 (Probability and Statistics)

都市工学科・4年・前期・必修・1単位【講義・演習】 ( 学修単位I )

JABEE基準

授4�
概6�方針

1年IJ学んL確率M基OPQまえてU確率V統計MWえXP必Yとす\場^J直^したときU必Yc基O的知fP講義
す\．

【A1】デーjP解lす\ときM統計MWえXP理解す\． 中間試験・定期試験Uレポーuv評xす\.

【A1】確率変{と確率分}M概�P理解す\． 中間試験・定期試験Uレポーuv評xす\.

【A1】二項分}U正規分}P理解しU具体ÜM確率cどP計àvき\． 中間試験・定期試験Uレポーuv評xす\.

【A1】推定・検定MWえXP理解しU具体ÜPãえ\． 中間試験・定期試験Uレポーuv評xす\.

成çはU試験70%　レポーu30%　として評xす\．試験成çは中間試験と定期試験M平均ìとす\．100ì満ìv60
ì以óP合ôとす\．

「LIBRARY 工学基O&高専TEXT 確率統計」§河東泰之 監修（{理工学社）
「LIBRARY 工学基O&高専TEXT 確率統計 問題Ø」§河東泰之 監修（{理工学社）

「新 確率統計改訂版」「新確率統計問題Ø改訂版」§高遠 節夫 他 著（大日本図書）
「新版 確率統計」「新版 確率統計演習」§岡本 和夫 監修（実教出版）
「キーポインu 確率・統計」§和達 三樹・十河 清 著 (岩波書店)
「これLけは知っておこう! 統計学」§東北大学統計グループ 著 (有斐⁄ブックス)
「Rvfiしfl統計」§奥村 晴彦 著（共立出版）

1年{学IUIIU2年{学IUIIU3年{学I

履修:�
注意事項

・授業中J電ÂÊ必Yc場合Êあ\．・時間J余ÍÊあ\場合JはU 発展的c話題Pãうこともあ\.・参W書Jげた書
Úは全部ıえ\必Yはcい.
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授4計画（確率・統計）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1

2

3

4

5 確率分}M基本的c概�V性¯P学習す\．

6 二項分}Uポアソン分}MWえXと計àX˚P学習す\．

7 連続型確率分} 連続型確率分}と確率密#関{M概�P学習す\．

8 中間試験 中間試験P�う．

9 中間試験M解答・解�P�う．またU正規分}M基OP学習しU関連した確率M計àX˚P学習す\．

10 標準正規分}JついてUまたそM応
として二項分}M正規分}Jよ\近
Jついて学習す\．

11 母Ø�と標本 母Ø�と標本M関係UさらJ標本平均M分}と中心極限定理cどJついて学習す\．

12 ì推定U区間推定MWえXU信頼係{V信頼区間Jついて学習す\．

13 母平均と母比率M区間推定Jついて学習す\．

14 仮�検定MWえXU
�Jついて学習す\．

15 母平均と母比率M検定Jついて学習す\．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期中間試験およ�前期定期試験P実�す\．

1I�デーj(1) 1I�MデーjM整理とそれJ関す\基O的c
�P学習す\．平均cどM代表"Jついて学習す\.

1I�デーj(2) 1I�MデーjJおけ\散}#（分散U標準偏差）M意'P理解しUそM計àX˚P学習す\．

2I�デーj(1) 2I�MデーjM整理とそれJ関す\基O的c
�P学習す\.共分散と相関係{Jついて学習す\.

2I�デーj(2) 最小2乗˚U回帰直.Jついて学習す\．

離散型確率分}(1)

離散型確率分}(2)

中間試験M解答・解�U正規分}(1)

正規分}(2)

母{M推定(1)

母{M推定(2)

統計的検定(1)

統計的検定(2)

J
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8 タイピングテス��結��評�する．

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年*シラバス

情報基礎 (Fundamentals of Information TechnologE)

藤田 政宏 講師, 松露 真 准教授

都市工学科・1年・通年・必修・2単位【演習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

本演習はa現代社eにおいi数理・データサイエンス・AIpqえる影tu利活x�y��留意|}理~しa基礎ÄÅデー
タ~ÇpÉえるようにÅること}目Äとしiいる．演習�はaデータサイエンス}学â重要性a深層学習Åど�先端技ì}活
xしî社eサービス�動向aAI}活xするy��留意事ôÅどについi学習する．さらにaPEthon}xいîデータ~Çお
よû可視°に¢する演習}Éう．

【A3】現£�社e変°に数理・データサイエンス・AIpqえる影tおよû
自¶�生活と�¢®についi理~しiいる．

現£�社e変°に数理・データサイエンス・AIpqえる影tおよû自¶�生
活と�¢®についi理~しiいる©前期中間試Ø�評�する．

【A3】深層学習Åど�先進技ìuそれ}活xしî≥しい社eサービスÅ
ど�動向についi理~しiいる．

深層学習Åど�先進技ìuそれ}活xしî≥しい社eサービスÅど�動向
についi理~しiいる©前期中間試Ø�評�する．

【A3】数理・データサイエンス・AI}活xするy�遵µするべ∑法πuモラ
ªについi理~しiいる．

数理・データサイエンス・AI}活xするy�遵µするべ∑法πuモラªについ
i理~しiいる©前期中間試Ø�評�する．

【A3】情報処理}Éうy�必要Åコンピュータuネッ�ワー¬に¢する基本
Ä知ƒ}≈ちaそれら}説»することp�∑る．

情報処理}Éうy�必要Åコンピュータuネッ�ワー¬に¢する基本Ä知ƒ}
≈ちaそれら}説»することp�∑る©前期中間試Ø�評�する．

【A3】様 Å種Ã�データ}Õうy��基本Ä知ƒ}≈ちaそれら}統計
Äに~Çすることp�∑る．

様 Å種Ã�データ}Õうy��基本Ä知ƒ}≈ちaそれら}統計Äに~Ç
することp�∑る©演習u後期中間試Ø�評�する．

【A3】条件分‘u’÷◊し処理Åど基本ÄÅプログラミング技ì}≈ちaそ
れら}€っi簡単Åデータ~Ç}Éうことp�∑る．

条件分‘u’÷◊し処理Åど基本ÄÅプログラミング技ì}≈ちaそれら}€
っi簡単Åデータ~Ç}Éうことp�∑る©演習と後期中間試Ø�評�する．

【A3】大規‡データu時系„データÅど}Õうy��基本Ä知ƒ}≈ちa
簡単Åデータ~Ç}Éうことp�∑る．

大規‡データu時系„データÅど}Õうy��基本Ä知ƒ}≈ちa簡単Åデ
ータ~Ç}Éうことp�∑る©演習�評�する．

【A3】タッチタイピングp�∑る．

成Êはa試Ø30%　タイピングテス�10%　演習60%　としi評�する．総合評�}100|満|としia60|以y}合格
とする．試Ø成Êは2Ì�試Ø�平均|とする．演習は授業�されるÒ�提出Ù�評�する．

必要にıじiawebÅど�資˙}配¸する．

「はじめi�AIリテラシー」�岡嶋 裕史a吉田 雅裕（技ì評論社）
「教�としi�データサイエンス」�内田 誠�ほ©（講談社）
「PEthonユー��îめ� JupEter�実践］入門」�池内 孝啓a片柳 薫!ほ©（技ì評論社）
「PEthon�はじめるアªゴリズ%入門 伝統ÄÅアªゴリズ%�学â定(と計算量 」�増井 敏克（翔泳社）
「PEthonによる機械学習入門」�株式e社システ%計画研究所（オー%社）

S4 情報数値~ÇaS2 都市工学実Ø実習aS1-S2 数学IaS1-S2 数学IIaS4 確率・統計

履修:�
注意事項

本科目は演習}通じi修@する科目�ある．そ�îめ総合情報センター�演習室開E}積極Äに利xする�pHましい．
まîa¬ラウドツーª}xいi学習可MÅ内Nに¢しiはa自O��演習}積極ÄにÉうことpHましい．
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授4計画（情報基礎）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 演習システ%�利x方法 演習室�利x方法u利xy�マナーについi学習する．

2 タイピング練習aコンピュータ基礎 タイピング練習}Éう．コンピュータ�ハードウェアおよûソフ�ウェア��般ÄÅ知ƒについi学習する．

3 タイピング練習aネッ�ワー¬基礎 タイピング練習}Éう．社e}Yえる情報通Zネッ�ワー¬�仕\みとそれ}Yえる技ìについi学習する．

4 タイピング練習}Éう．社e�^∑iいる変°}知÷aデータサイエンス}学â意_}学習する．

5

6

7

8 前期中間試Ø ここま��内N�理~*}確`するîめに前期中間試Ø}Éう．

9 データ�種Ã・代表値 質Äデータと量Äデータ�cいについi学習する．様 Å代表値によっiデータ}統計Äに要d�∑ること}学習する．

10 データ�ばらつ∑・観gデータ�誤差 観gされîデータにjまれるばらつ∑}理~しaばらつ∑�大∑さ}評�するîめ�代表値�ある標準偏差についi学習する．

11 層nデータ�Õい・¬ロス集計 層n因!}jむようÅaひとまとめにしi~Çすべ∑�はÅいデータについi学習する．

12 データ間�相¢と因�

13 データ�集計・~Ç データ�集計・可視°についi学習する．データ�種Ãu表現しîい内Nについi様 Å可視°方法pあること}学習する．

14 データ�可視°・データ�比較 データ�可視°についi学習する．データ�種Ãu表現しîい内Nにvしî可視°}学習しa表計算ソフ�}€っî演習}Éう．

15 演習

16

17 ’÷◊し処理}xいること�a大量�処理}簡wに記yする方法についi学習しaそれ}理~するîめ�演習}Éう．

18 演習

19 条件分‘}xいること�a様 Å入zデータ}~Çする方法についi学習しaそれ}理~するîめ�演習}Éう．

20 演習

21 線形探~u素数判定Åど�基本ÄÅアªゴリズ%}学習しaそれ}理~するîめ�演習}Éう．

22 演習

23 後期中間試Ø ここま��内N�理~*}確`するîめに後期中間試Ø}Éう．

24

25 演習

26

27 演習

28 時系„データ~Ç 時間変°にともÅっi変°するデータとそ�~Ç・可視°についi学習しaそれ}理~するîめ�演習}Éう．

29 演習

30 演習

タイピング練習a社eにおけるデータ・AI�利xと活x(1)

タイピング練習a社eにおけるデータ・AI�利xと活x(2) タイピング練習}Éう．データサイエンスp様 Å業種�活xされiいる事É}知÷aデータ・AI�活xpど�ように�値}生む©
}学習する．

タイピング練習a社eにおけるデータ・AI�利xと活x(3) タイピング練習}Éう．深層学習Åど�先端技ìuそれ}活xしîサービス}学習する．社eへ�展開p進むこと�生じる問Ò
についiも学習する．

タイピング練習aデータ・AI}利活xするá�倫理 タイピング練習}Éう．データ・AI}Õうy��基本倫理についi学習する．実á�事É}âÅpらaデータ}活xする社eにおけ
るリス¬についiも学習する．

2変数データ間�相¢についi学習する．相¢と因��cいu疑似相¢についiも学習する．

14週目ま�に学習しî内N�演習}Éう．

プログラミング入門 - PEthon�導入 - 機械学習}はじめéく�分ê�€われiいる汎xス¬リプ�言î�あるPEthonについi学習しaそれ}理~するîめ�演習}É
う．

プログラミング入門 - ’÷◊し処理 -

17週目に学習しî内N}中ñとしî演習}Éう．

プログラミング入門 - 条件分‘ -

19週目に学習しî内N}中ñとしî演習}Éう．

プログラミング入門 - アªゴリズ% -

21週目に学習しî内N}中ñとしî演習}Éう．

プログラミング入門 - データ�可視° - matplotlibライブラリ}xいîデータ�可視°についi学習しaそれ}理~するîめ�演習}Éう．

24週目に学習しî内N}中ñとしî演習}Éう．

プログラミング入門 - 大規‡データ- pandasライブラリ}xいî大規‡データ�~Çu可視°についi学習しaそれ}理~するîめ�演習}Éう．

26週目に学習しî内N}中ñとしî演習}Éう．

28週目に学習しî内N}中ñとしî演習}Éう．

29週目ま�に学習しî内N�演習}Éう．

J
考

前期中間試Øおよû後期中間試Ø}実öする．
状úによっiは臨時試Ø}実öすることpある．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 (b),(d),(e),(f),(g),(h),(i)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 ポスタ��思考記述内��アンケ��投�によ�評!する．

6 安&に実()*われているか0各実(�課34評!する．

7

8

9

10

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 構造力学0水理学0土質力学0橋梁工学

神戸市立工業高等専門学校 2025年Pシラバス

都市工学実(実習 (Laboratory Work in Civil Engineering)

上中 宏二郎 教授, 伊原 茂 教授, 鳥居 宣之 教授, 柿木 哲哉 教授, 野並 賢 教授

都市工学科・4年・前期・必修・2単位【実(実習】 ( 学修単位I )

A4-S2(10%), B1(10%), C1(20%), C2(20%), C4(30%), 
D1(10%) JABEE基準

授4�
概6�方針

　本実(実習4は03年éま4に学修しë知識（教養・専門ñ�総動ôして0問3解úにあëる能力（üエンジニアリング・
デザイン能力ñ�養うこと�目¨とする．各分野�実(�Æじて0工学¨∞感≤�≥き0構造0水理0土質∞µ専門基礎科目
�一π�理解�∫める．実(実習ºはクラス�4ºに編øして週¡に巡√し0各専門分野�実(装≈4理∆�理解と実
際問3へ�応用・展開能力�養うと同Œに0各œテ�—�ºôと協力し∞)”*うこと40チ�ムワ�ク力◊協調Ÿ�養う．

【C1】創造教育：橋�構造およfi材‡�特‚�理解し模‰�製Êと載荷
実(�Æじて創造力�養い力学�理解�∫め報Í4きる．コス�◊デザイ
ン∞µ総合¨にÌれë橋梁�設Ô4きる．

製Ê模‰�耐荷力�Òとデザイン(橋として�形Ûと構造�独創Ÿ)によ�評
!する．まëそれ”�レポ��にまとめそ�内�0橋梁模‰�デザイン�新規Ÿ
と力学¨∞合理Ÿによ�アンケ��投�によ�評!する．

【C4】土質：土�力学¨Ÿ質�˘める実(∞”fiに液Û化判定・擁壁設Ô
演習�Æじて0実(方��理解と実(Ò�実�へ�活用方�に�するレ
ポ��)Êø4きる．

土�力学¨Ÿ質について�実(方�∞”fiに液Û化判定・擁壁設Ô演習�
理解P0�fi報Í書Êø�評!は0実(レポ��(実(目¨0方�0結果0考察
等ñ・演習レポ���内�4評!する．

【C4】水理：水�物理特Ÿ・力学特Ÿについて�実(0理∆¨検�∞”fi
に数Ò実(�*い0報Í書�Êø)4きる．

水�物理特Ÿ・力学特Ÿについて�実(0理∆¨検�∞”fiに数Ò実(につ
いて�理解P�fi報Í書Êø�評!はレポ��（実(目¨0方�0結果0考察
等ñ�内�4評!する．

【A4-S2】橋梁�構造�理解し0耐荷力��きい橋梁模‰�制Ê4きる． 載荷試(�*って荷重Ò(最�強P)によ�評!する．

【B1】橋梁設Ô�思考�過��ポスタ�にまとめるとともに0載荷試(�
際に説�4きる．

【D1】設備・機�� �!いに注#し0安&に実(に �$むこと)4きる
．

【C4】º�構øôと協力して実(�*うこと)4きる．úめ”れë期限内に
実(報Í書)書ける．

º�構øôと協力して実()*∞われているか0各実(�遂*Û)4評!
する．実(ごと�報Í書（レポ��ñ∞”fiに課3�提出Û)4評!する．

【C2】-え”れë課3に/して0 工学基礎◊専門分野�知識�応用し0 か
つ情報�収2して戦4�立てること)4きる．まë0チ�ムとして協5し0解
úに必6∞判7とú定�*∞うこと)4きる．

複合¨∞知識用いてデザインし工学¨諸問3�解úすること)4きるか�ア
ンケ��0最�強P0Ê:よ�評!する．

ø;は0レポ��60%　アンケ��(創造実()20%　最�強P（創造実()20%　として評!する．レポ��ø;60%�内
=は土質実(30%0水理実(30%とする．総合評!�100点満点とし各実(・演習460点以上獲Bすること�合格基準
とする．提出期限)E”れ∞い課3は評!し∞い．まë0未提出�課3)あるとø;�評!し∞い(0点)．

[創造実(]プリン�
[水理実(]「水理実(解説書」（土木学会ñ
[土質実(]「土質試(基本と手Nき　第二√改訂版」（地盤工学会ñ

「橋（1ñ」堀Vほか（彰国社ñ
「PEL水理学」神\ほか（実教出版ñ
「土質試(�てfiき」（土木学会ñ
「土質試(�方�と解説　第一√改訂版」（地盤工学会ñ

履修:�
注意事項

実(は0構造力学0水理学0土質力学∞µ専門基礎知識に基づいて0工学¨現_�`しa理解することにある．まë実(は
チ－ムワ�ク（º別ñ4実dする�4再実(は4き∞いこと)原f4ある．さ”に0レポ���提出�期限�厳Eすること．
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授4計画（都市工学実験実習）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14 iグル�プごとに0製Êしë模‰�載荷kにlえ空気oジャッrによ�荷重�かけて耐荷力�測定する．

15 まとめ・報Í書

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

中間試(およfi定期試(は実dし∞い．

S4都市工学実(実習�実d方�についてオリエンテ�ション S4実(実習は10創造実( 20土質実( 30水理実(�3つ�実dする．クラス�1/4づつAº0Bº0Cº0Dºに分け0創造実(は
2º一xに2週ごとに0土質およfi水理実(は4週¡�ロ�テション4実dする．

[ABº]設Ô10[Cº]土�一zせ|7試(0 [Dº]直角三角Ä�検定
と水zÅ�測定

[創造実(]設Ô用資‡�もとに説��ÉけëÑに0iグル�プに分かれ製Ê物�概4設Ô�*う．[土質実(]供試á�Ê製し0
定まっë1つ�z4そ�供試á�せ|7し0そ�z上�せ|7応力とせ|7強さ�調べる．[水理実(]直角三角Ä�越流水∫と
流ã�測定する．å水zÅ�観察し0Å高0Åé◊Åè�測定する．

[CDº]設Ô10[Aº]土�一zせ|7試(0 [Bº]直角三角Ä�検定
と水zÅ�測定

[創造実(]設Ô用資‡�もとに説��ÉけëÑに0iグル�プに分かれ製Ê物�概4設Ô�*う．[土質実(]供試á�Ê製し0
定まっë1つ�z4そ�供試á�せ|7し0そ�z上�せ|7応力とせ|7強さ�調べる．[水理実(]直角三角Ä�越流水∫と
流ã�測定する．å水zÅ�観察し0Å高0Åé◊Åè�測定する．

[ABº]設Ô20[Dº]土�一zせ|7試(0 [Cº]直角三角Ä�検定
と水zÅ�測定

[創造実(]Nきêき製Ê物�詳細設Ô�*う．[土質実(]供試á�Ê製し0定まっë1つ�z4そ�供試á�せ|7し0そ�z上
�せ|7応力とせ|7強さ�調べる．[水理実(]直角三角Ä�越流水∫と流ã�測定する．å水zÅ�観察し0Å高0Åé◊Å
è�測定する．

[CDº]設Ô20[Bº]土�一zせ|7試(0 [Aº]直角三角Ä�検定
と水zÅ�測定

[創造実(]Nきêき製Ê物�詳細設Ô�*う．[土質実(]供試á�Ê製し0定まっë1つ�z4そ�供試á�せ|7し0そ�z上
�せ|7応力とせ|7強さ�調べる．[水理実(]直角三角Ä�越流水∫と流ã�測定する．å水zÅ�観察し0Å高0Åé◊Å
è�測定する．

[ABº]製Ê10[Cº]3é元地盤モデルÊø実習0 [Dº]ベンチュリメ�
タ�による流ã�測定

[創造実(]各自設Ôôに基づき材‡�裁7・加工�*う．[土質実(]専用ソフ��用いて3é元地盤モデル�Êøし0液Û化判
定�実dする．[水理実(] ベンチュリメ�タ��実(�Æしてベルヌイ�定理�理解�∫める．流ã係数�測定�Æじオリフィス
か”�流出に°う力学機構�学ぶ．

[CDº]製Ê10[Aº]3é元地盤モデルÊø実習0 [Bº]ベンチュリメ�
タ�による流ã�測定

[創造実(]各自設Ôôに基づき材‡�裁7・加工�*う．[土質実(]専用ソフ��用いて3é元地盤モデル�Êøし0液Û化判
定�実dする．[水理実(] ベンチュリメ�タ��実(�Æしてベルヌイ�定理�理解�∫める．流ã係数�測定�Æじオリフィス
か”�流出に°う力学機構�学ぶ．

[ABº]製Ê20[Dº]3é元地盤モデルÊø実習0 [Cº]ベンチュリメ�
タ�による流ã�測定

[創造実(]各自設Ôôに基づき部材接合�*う．[土質実(]専用ソフ��用いて3é元地盤モデル�Êøし0液Û化判定�実d
する．[水理実(] ベンチュリメ�タ��実(�Æしてベルヌイ�定理�理解�∫める．流ã係数�測定�Æじオリフィスか”�流
出に°う力学機構�学ぶ．

[CDº]製Ê20[Bº]3é元地盤モデルÊø実習0 [Aº]ベンチュリメ�
タ�による流ã�測定

[創造実(]各自設Ôôに基づき部材接合�*う．[土質実(]専用ソフ��用いて3é元地盤モデル�Êøし0液Û化判定�実d
する．[水理実(] ベンチュリメ�タ��実(�Æしてベルヌイ�定理�理解�∫める．流ã係数�測定�Æじオリフィスか”�流
出に°う力学機構�学ぶ．

[ABº]製Ê30[Cº]擁壁設Ô実習0 [Dº]実(デ�タ�整理解析
[創造実(]Nきêき各自設Ôôに基づき部材接合�*って模‰�形Êる．[土質実(]室内試(結果か”B”れë強P定数�用
いて0コンクリ��擁壁�安定Ÿ評!�実dする．[水理実(] 実(Òと理∆Ò�比©する∞µして0それぞれ�特‚◊´い�学ぶ
．パソコン�用いてデ�タ�≠◊グラフ∞µに整理する．

[CDº]製Ê30[Aº]擁壁設Ô実習0 [Bº]実(デ�タ�整理解析
[創造実(]Nきêき各自設Ôôに基づき部材接合�*って模‰�形Êる．[土質実(]室内試(結果か”B”れë強P定数�用
いて0コンクリ��擁壁�安定Ÿ評!�実dする．[水理実(] 実(Òと理∆Ò�比©する∞µして0それぞれ�特‚◊´い�学ぶ
．パソコン�用いてデ�タ�≠◊グラフ∞µに整理する．

[ABº]製Ê40[Dº]擁壁設Ô実習0 [Cº]実(デ�タ�整理解析
[創造実(]Nきêき各自設Ôôに基づき部材接合�*って模‰�形Êる．[土質実(]室内試(結果か”B”れë強P定数�用
いて0コンクリ��擁壁�安定Ÿ評!�実dする．[水理実(] 実(Òと理∆Ò�比©する∞µして0それぞれ�特‚◊´い�学ぶ
．パソコン�用いてデ�タ�≠◊グラフ∞µに整理する．

[CDº]製Ê40[Bº]擁壁設Ô実習0 [Aº]実(デ�タ�整理解析
[創造実(]Nきêき各自設Ôôに基づき部材接合�*って模‰�形Êる．[土質実(]室内試(結果か”B”れë強P定数�用
いて0コンクリ��擁壁�安定Ÿ評!�実dする．[水理実(] 実(Òと理∆Ò�比©する∞µして0それぞれ�特‚◊´い�学ぶ
．パソコン�用いてデ�タ�≠◊グラフ∞µに整理する．

[ABCDº]載荷実(

3œÆ�実(とaに創造実(について0これま4�検�内��まとめ報Í書�Êøする．

L
考
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JABEE基準 (b),(d),(e),(f),(g),(h),(i)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

科   目 都市工学実験実習 ( Laboratory Work in Civil Engineering )

担当教員 柿木 哲哉 教授, 宇野 宏司 教授, 高科 豊 特任准教授, 小塚 みすず 准教授, 情報系教員

対象学年等 都市工学科・5年・通年・必修・3単位【実験実習】 ( 学修単位I )

学習・教育目標 A4-S2(10%), B1(10%), C1(20%), C2(20%), C4(30%), D1(10%)

授業の方針と基準
方針

水理学，材料学，衛生工学，交通計画学，AI技術など都市工学の実験・実習をともなう応用分野の一層の理解を深めるため，各分野の実験・実習を3
班編成の小人数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワーク力や協調性を養う．また，実験・実習で得られた
データを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，グループワーク等での討論や成果物の完成を通じて各専門分野の理論の理解と実際問題への
応用能力を養う．

到   達   目   標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

【A4-S2】 水理学に関する実験ができるようになるとともに，実験目的を理
解し，データ分析・数値シミュレーションができる．

水理学に関する実験，データ分析・数値シミュレーションを行い，レポートの提
出状況および内容により評価する．

【B1】 実験内容について，的確な図・表を用いて文章や口頭で説明でき
る．

各自に与えられた課題に関する報告書等の文章や発表会で評価する．

【C2】 これまでに修得した知識や技術を応用し，情報を収集して，班員と
協働して課題を処理・解決することができる．

各実験の課題や報告書（レポート）で評価する．

【C1】 コンクリートの非破壊試験，物性試験を行うことができるとともに，得
られた結果を分析できる．

コンクリートの非破壊試験，物性及び耐久性試験を行い，レポートの提出状況
および内容，発表により評価する．

【C1】 各種の環境検査ができるようになるとともに，得られた結果を分析で
きる．

各種の環境に関する検査を行い，レポートの提出状況および内容により評価
する．

【C1】 交通調査ができるとともに，得られた結果を分析できる．また，交通
環境の改善案を検討し，設計できる．

交通調査のデータ整理，交通環境の改善案の検討を行い，レポートの提出状
況および内容により評価する．

【C4】 班の構成員と協力して実験を行うとともに，得られた実験データの集
計，解析および考察を行うことができる．

AI技術について理解を深め，学習した知識や技術について，レポートの提出状
況および内容により評価する．

【C4】 決められた期限内に実験・実習報告書を書ける．

班の構成員と協力して実験が行なわれているか，得られた実験データの集計，
解析および考察を各実験の遂行状況（課題）で評価する．

【D1】 設備・機器・装置等の取り扱いに注意し，安全に実験・実習を遂行す
ることができる．

各実験・実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．

総合評価
成績は，課題（内訳は水理：材料：衛生：交通計画：AI技術＝2：1：1：1：1）100%　として評価する．総合評価は100点満点で60点以上を合格とし，各実験
の合格基準を60点以上とする．提出期限超過の課題は評価しない．未提出課題がある場合は成績を評価しない．

【C1】 AI技術について理解を深め，学習した知識や技術を使用し，説明す
ることができる．

設備・機器・装置等の取り扱いに注意し，安全に実験が行なわれているか，各
実験・実習の遂行状況で評価する．

テキスト

「土木材料実験指導書　2015年度版」：土木学会編（土木学会）
「水理実験解説書　2015年度版」：土木学会編（土木学会）
「環境工学」：石井一郎（森北出版）
講義時に適宜配付する補足資料

参考書
「交通調査実務の手引」：（一社）交通工学研究会（丸善）
「コンクリ－ト標準示方書[維持管理編]」：（公社）土木学会（丸善）

関連科目
数学ⅠおよびⅡ，確率・統計，情報基礎，水理学I～III，材料学，コンクリート工学IおよびII，構造力学I～IV，都市環境工学，海岸工学，河川工学，土
木計画，都市交通計画学，都市工学実験実習

履修上のの評価方
法と基準注意事項

クラスを3班の小人数に編成し各実験を受講する．水理は通年，材料・交通計画，衛生・AI技術は前期または後期に履修する．安全管理に徹し，相応
しい服装で臨むこと．実験実習はチ－ムワーク（班別）で実施することが多いため，個別の再実験は認められない．そのため，出席することが原則であ
る．

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバス
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相対的静止水面の数値実験およびデータ分析・シミュレーション，水質測定(2)，生成AIの応用と留
意事項．

授業の計画（都市工学実験実習）

テーマ 内容（目標・準備など）

前期実験・実習ガイダンス
学各実験・実習について，実験内容，スケジュール，班割，注意事項など，実験・実習前のあらゆ
る問題点について，事前説明を行う．

水理学（前期）・コンクリート・交通計画学実験 開水路(流速分布)の実験，モルタル供試体作成，自動車類交通量調査およびデータ集計・分析．

水理学（後期）・衛生工学実験・AI技術実習 相対的静止水面・管水路（摩擦損失）の実験，水質測定(1)，機械学習と深層学習．

水理学（前期）・コンクリート・交通計画学実験 開水路(流速分布)の実験，モルタル供試体作成，自動車類交通量調査およびデータ集計・分析．

水理学（前期）・コンクリート・交通計画学実験 開水路(流速分布)の実験，モルタル供試体作成，自動車類交通量調査およびデータ集計・分析．

水理学（前期）・コンクリート・交通計画学実験
開水路（等流・不等流）の実験，非破壊試験結果の解析（数量化理論第Ⅱ類），信号現示調査およ
びデータ集計・分析．

水理学（前期）・コンクリート・交通計画学実験
開水路（等流・不等流）の実験，非破壊試験結果の解析（数量化理論第Ⅱ類），信号現示調査およ
びデータ集計・分析．

水理学（前期）・コンクリート・交通計画学実験
開水路（等流・不等流）の実験，非破壊試験結果の解析（数量化理論第Ⅱ類），信号現示調査およ
びデータ集計・分析．

後期実験・実習について，実験内容，スケジュール，班割，注意事項など，実験・実習前のあらゆ
る問題点について，事前説明を行う．

後期実験・実習ガイダンス

相対的静止水面・管水路（摩擦損失）の実験，騒音測定， AIの歴史と社会的受容性．

前期中間実験・実習のまとめ 水理学（前期），コンクリート，交通計画学各実験・実習のレポートおよび実験器具の整理と整備．

水理学（前期）・コンクリート・交通計画学実験
開水路（等流・不等流）の数値実験およびデータ分析・シミュレーション，モルタル強度試験，交通
環境の調査．

開水路（等流・不等流）の数値実験およびデータ分析・シミュレーション，モルタル強度試験，交通
環境の調査．

水理学（後期）・衛生工学実験・AI技術実習

相対的静止水面・管水路（摩擦損失）の実験，騒音測定， AIの歴史と社会的受容性．

相対的静止水面・管水路（摩擦損失）の実験，騒音測定， AIの歴史と社会的受容性．

水理学（前期）・コンクリート・交通計画学実験
開水路（等流・不等流）の数値実験およびデータ分析・シミュレーション，モルタル強度試験，交通
環境の調査．

水理学（前期）・コンクリート・交通計画学実験
ポテンシャル流れの数値実験およびデータ分析・シミュレーション，材料試験結果等の発表，交通
環境の計画・設計．

水理学（前期）・コンクリート・交通計画学実験
ポテンシャル流れの数値実験およびデータ分析・シミュレーション，材料試験結果等の発表，交通
環境の計画・設計．

水理学（前期）・コンクリート・交通計画学実験
ポテンシャル流れの数値実験およびデータ分析・シミュレーション，材料試験結果等の発表，交通
環境の計画・設計．

前期実験・実習のまとめ
水理学（前期），コンクリート，交通計画学の各実験・実習のレポート作成および実験器具の整理と
整備，データの取りまとめ，前期実験・実習の総括．

中間試験および定期試験は実施しない．

水理学（後期）・衛生工学実験・AI技術実習

水理学（後期）・衛生工学実験・AI技術実習

管水路（摩擦損失）の数値実験およびデータ分析・シミュレーション，ジャーテスト，AI技術を活用し
た課題解決の提案．

水理学（後期）・衛生工学実験・AI技術実習

管水路（摩擦損失）の数値実験およびデータ分析・シミュレーション，ジャーテスト，AI技術を活用し
た課題解決の提案．

水理学（後期）・衛生工学実験・AI技術実習

管水路（摩擦損失）の数値実験およびデータ分析・シミュレーション，ジャーテスト，AI技術を活用し
た課題解決の提案．

後期実験・実習のまとめ
水理学（後期），衛生工学の各実験・実習，AI技術実習のレポート作成および実験器具の整理と整
備，データの取りまとめ，後期実験・実習の総括．

水理学（後期）・衛生工学実験・AI技術実習 相対的静止水面・管水路（摩擦損失）の実験，水質測定(1)，機械学習と深層学習．

後期中間実験・実習のまとめ

水理学（後期）・衛生工学実験・AI技術実習

水理学（後期），衛生工学の各実験・実習，AI技術学習のレポートおよび実験器具の整理と整備，
データの取りまとめ．

水理学（後期）・衛生工学実験・AI技術実習
相対的静止水面の数値実験およびデータ分析・シミュレーション，水質測定(2)，生成AIの応用と留
意事項．

水理学（後期）・衛生工学実験・AI技術実習
相対的静止水面の数値実験およびデータ分析・シミュレーション，水質測定(2)，生成AIの応用と留
意事項．

水理学（後期）・衛生工学実験・AI技術実習

水理学（前期）・コンクリート・交通計画学実験

水理学（後期）・衛生工学実験・AI技術実習 相対的静止水面・管水路（摩擦損失）の実験，水質測定(1)，機械学習と深層学習．



令和７年度入学者用 

●全学部等に開講されていることが分かる資料

2025(R07)年度の「認定教育プログラム」が全学部等⼜は学部・学科に開講されていることが分

かる資料として，神戸市立工業高等専門学校履修規則(規則第 145 号 2025 年 4 月1 日改正)を添付

します．さらに，2025(R07)年度のシラバスから該当科目のみを抽出して添付します．また，都市

工学科では応用基礎レベルの学習内容に対応するため，「都市工学実験実習（5年）」のシラバスを

2026(R08)年度より改定し実施予定です．そのため，下記シラバスリストの通り，都市工学実験実

習（5 年）のみ 2026(R08)年度版を提出します． 

●資料一覧

1. 神戸市立工業高等専門学校履修規則

2. 2025(R07)年度シラバス

・数学Ⅰ ( 都市工学科・1 年・通年・必修・4 単位【講義】)

・数学Ⅰ ( 都市工学科・2 年・通年・必修・4 単位【講義】)

・数学Ⅰ ( 都市工学科・3 年・通年・必修・4 単位【講義】)

・数学Ⅱ ( 都市工学科・1 年・通年・必修・4 単位【講義】)

・数学Ⅱ ( 都市工学科・2 年・通年・必修・2 単位【講義】)

・確率・統計 ( 都市工学科・4 年・後期・必修・1 単位【講義・演習】)

・情報基礎 ( 都市工学科・1 年・通年・必修・2 単位【演習】)

・都市工学実験実習(4 年) ( 都市工学科・4 年・前期・必修・2 単位【実験実習】)

3. 2026(R08)年度シラバス

・都市工学実験実習(5 年) ( 都市工学科・5 年・通年・必修・3 単位【実験実習】)



神戸市立工業高等専門学校履修規則 

2023年４月１日 

規則第145号 

（目的） 

第１条 この規則は、神戸市立工業高等専門学校（以下「本校」という。）における履修

に関して必要な事項を定めることを目的とする。 

（授業科目及び単位数） 

第２条 各学年に配当する授業科目及びその単位数は、別表第１及び別表第２のとおりと

する。 

２ 神戸市外国語大学（以下「外大」という。）が本校の学生に対して履修を認める授業

科目（以下「外大科目」という。）の履修は、神戸市立工業高等専門学校学則（2023年

４月１日学則第１号）第15条に規定する大学における学修として取り扱うものとする。

この場合において、外大科目の単位数、単位の認定、成績評価及び出席要件について

は、神戸市外国語大学外国語学部履修規則（2023年４月１日規則第80号）の定めるとこ

ろによるほか、履修に関して必要な事項は、外大と本校とが協議して定めるものとす

る。 

３ 特別活動は、別表第３のとおりとする。 

（単位数の計算方法） 

第３条 授業科目の単位数の計算は、神戸市立工業高等専門学校学則（2023年４月学則第

１号）第12条第４項及び第５項に規定するところによるものとする。 

２ 前項の単位数の計算において、１単位時間は、50分とし、２単位時間は、90分とす

る。 

３ 第１項において１単位につき30単位時間の授業を行う場合を学修単位Ⅰと、45時間の

学修を必要とする内容について15単位時間の授業を行う場合を学修単位Ⅱと、45時間の

学修を必要とする内容について30単位時間の授業を行う場合を学修単位Ⅲとそれぞれ称

するものとする。 

（試験） 

第４条 試験の種類は、定期試験、中間試験及び臨時試験とする。 

２ 定期試験及び中間試験は、期日を定めて実施するものとし、試験の開始10日前まで

に、試験科目及び時間表を学生に発表するものとする。 

３ 臨時試験は、必要に応じて行うものとする。 

（追試験） 

第５条 定期試験又は中間試験を病気、忌引その他やむを得ない理由で受験できなかった

学生に対して、教務主事が認めた場合、追試験を行うことができる。 

２ 追試験の成績は、原則として80点満点で評価する。 

３ 前項の規定にかかわらず、感染症による出席停止に係る追試験の成績は、100 点満点

令和７年度入学者用



で評価する。 

（不正行為等の対応） 

第６条 故意に試験を忌避したと認められた者は、当該試験の成績を０点とする。 

２ 試験中に不正行為を行った者は、当該試験期間中の全科目の試験の成績を０点とす

る。 

（履修の認定） 

第７条 年間の欠課時数が授業時数の３分の１を超えない科目について、当該科目を履修

したものと認定する。 

２ 前条の規定により認定された科目を「履修科目」と、年間の欠課時数が授業時数の３

分の１を超える科目を「不履修科目」と称するものとする。 

（学業成績の評価） 

第８条 学業成績の評価は、履修科目について行う。 

２ 前項の評価は、授業科目ごとに、試験成績及び平素の成績をシラバスに記載された評

価基準に基づき、総合して行う。 

３ 試験成績は、定期試験、中間試験及び臨時試験により評価するものとする。 

４ 平素の成績は、学習態度が良好なことを前提としてレポート及び演習等を総合して評

価するものとする。 

５ 学年成績の評価は、各学期末の学業成績を総合して行う。ただし、前期のみ又は後期

のみで修了する科目については、学期末の学業成績を学年成績とする。 

６ 科目担当教員は、必要に応じてレポート及び演習等の成績を試験成績に代えることが

できる。 

７ 科目担当教員が２人以上のときの学業成績は、当該担当教員が協議してその評価を行

う。 

８  学業成績は100点法により評価し、60点以上の科目について単位の修得を認定する。 

９ 卒業研究の評価は、優、良、可及び不可の区別で行う。 

10 学外実習を修得した場合の評価は、認定となる。 

11 学業成績の優、良、可及び不可の評語の区分は次のとおりとする。 

学業成績 80点以上 79点～70点 69点～60点 59点以下 

評  語 優 良 可 不 可 

（進級及び卒業の認定） 

第９条 進級認定会議及び卒業認定会議は、次の者をもって構成する。 

(1) 校長 

(2) 教務主事（教育）、教務主事（研究）、教務主事（計画調整）、学生主事、副主

事（教育）全員 



(3) 各専門学科及び一般科の学科長

(4) 審議する学年の学級担任及び科目担当教員

２ 進級及び卒業の認定は、それぞれ進級認定会議及び卒業認定会議の審議を経て校長が

これを決定する。 

３ 次の各号のいずれかに該当する者は、進級認定会議の審議を経て、進級を認められ

る。 

(1) 次のいずれにも該当する者

ア 当該学年で修得すべき科目に不履修科目がないこと。

イ 学業成績の平均点が60点以上であること。

ウ 累計不足科目数（当該学年までに修得すべき科目数と修得科目数との差をい

う。）が第３学年までは３科目以内、第４学年は５科目以内であること。 

エ 未修得科目（学業成績の評価が60点未満の科目をいう。以下同じ。）に30点未満

の科目がないこと。 

オ 卒業研究で、他の科目の30点未満に相当する評価がないこと。

カ 特別活動 (学校行事を含む。)の履修状況が良好であること。

(2) 進級認定会議において適当と認められた者

４ 次の各号のいずれにも該当する者は、卒業認定会議を経て、卒業を認められる。 

(1) 必修科目をすべて修得していること。

(2) 総修得単位数が167単位以上で、一般科目の修得単位数（外大科目の単位数を含め

ない。）が81単位、専門科目の修得単位数が86単位以上であること。

（未修得科目を有する者の対応） 

第10条 進級が認められた者のうち未修得科目を有する者は、次年度本人の申請により、

所定の手続きを経て再評価を受けることができる。この場合において、前期で修了す

る必修科目については、以下のとおりとする。 

(1) 30点以上の科目は、その年度内に再評価を受けることができる。

(2) 30点未満の科目は、その年度内に59点を上限とする特別再評価を受けることがで

きる場合がある。

２ 第５学年で未修得科目を有する者のうち、前条第３項第１号ウの第４学年の規定に該

当する者は、年度内の指定する日までに再評価を受けることができる。 

３ 再評価は、原則として不可の評価をした科目担当教員又は同一科目の後任担当教員

が、試験やレポートによって行う。 

４ 再評価により単位の修得が認定された科目の評価は、60点とする。 

（進級又は卒業を認定されない者の対応） 

第11条 進級又は卒業を認定されない者は、原級に留置する。 

２ 原級留置者は、当該学年の全科目を再履修し、単位を修得しなければならない。ただ

し、第４学年と第５学年の原級留置者は、前年度の評価が75点以上の科目、優の評価の



卒業研究及び認定の評価の学外実習については、年度当初の本人の申請により再履修

及び単位の修得が免除される。 

３ 教育課程が変更された場合、シラバス等を精査することにより新旧科目を読み替える

ことができる。 

４ 休学による場合のほか、連続して２回原級に留まることはできない。 

５ 休学した場合は、原則としてその年度の進級を認めない。 

（改廃） 

第12条 この規則の改廃については、神戸市立工業高等専門学校教務委員会で協議する。 

附 則 

この規則は、2023年４月１日から施行する。 

   附 則 

（施行期日） 

 １ この規則は、2024年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

 ２ 2022年度以前に在籍している者については、従前の例による。 

 ３ この規則の施行の日後において、転入学し、編入学し、又は再入学した者に係る授

業科目及びその履修単位数は、当該者の属する学年に在学している他の者に係る授業

科目及びその履修単位数と同様とする。 

附 則 

この規則は、2024年９月20日から施行する。 

   附 則 

（施行期日） 

 １ この規則は、2025年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

 ２ 2024年度以前に在籍している者に係る別表第２については、従前の例による。 

 ３ この規則の施行の日後において、転入学し、編入学し、又は再入学した者に係る授

業科目及びその履修単位数は、当該者の属する学年に在学している他の者に係る授業

科目及びその履修単位数と同様とする。 

 

 

 

  



別表第１（第２条第１項関係） 

一般科目（全学科共通）［2023年度以降入学者に係る教育課程］ 

授業科目 単位数 
学年別配当 

備考 
1年 2年 3年 4年 5年 

必
修
科
目 

国語 6 2 2 2 

国語表現法 2 2 

倫理 2 2 

政治・経済 2 2 

歴史 4 2 2 

地理 2 2 

数学I 12 4 4 4 

数学Ⅱ 6 4 2 

確率・統計 1 1 

物理 6 2 2 2 

化学 4 2(4) 2(0) 

生物 2 
2 うち一科目を履修 

地学 2 

保健・体育 9 2 2 2 2 1 

芸術 1 1 

英語 12 4 4 4 

英語演習 5 1 2 2 

修得単位計 76 25(27) 24(22) 17 7 3 

選
択
科
目 

国際コミュニケーション 2 2 ※ 

Ａ
選
択(
前
期) 

日本言語文化論 1 

1 いずれか一科目を選択 

哲学Ａ 1 

日本史学Ａ 1 

環境と人類の歴史 1 

地理学Ａ 1 

数学特講Ａ 1 

自然科学特講Ａ 1 

応用英語Ａ 1 

Ｂ
選
択(

前
期) 

日本の文学 1 

1 いずれか一科目を選択 

日本史学Ｂ 1 

社会と文化の歴史 1 

経済学Ⅰ 1 

数学特講Ｂ 1 

数学特講Ｃ 1 

手話言語学Ⅰ 1 

応用英語Ｂ 1 

Ｃ
選
択(

後
期) 

国文学・国語学 1 

1 いずれか一科目を選択 

哲学Ｂ 1 

経済学Ⅱ 1 

地理学Ｂ 1 

自然科学特講Ｂ 1 

手話言語学Ⅱ 1 

スポーツ科学演習Ａ 1 

スポーツ科学演習Ｂ 1 

開設単位計 26 2 24 



修得単位計 5 2 3 

一般科目開設単位計 102 25(27) 24(22) 17 9 27 

一般科目修得単位計 81 25(27) 24(22) 17 9 6 

(注) ()内は、応用化学科の実施単位数である。 

※は、複数言語から一言語を選択する。



別表第２（第２条第１項関係） 

専門科目（機械工学科）［2025年度以降入学者に係る教育課程］ 

(1) 共通 

授業科目 単位数 学年別配当 備考 
1年 2年 3年 4年 5年 

必
修
科
目 

応用数学I 2    2  

 

応用数学Ⅱ 1    1  

応用物理I 1    1  

工業力学I 1  1    

工業力学Ⅱ 2   2   

情報基礎 2 2     

情報処理 2  2    

材料工学 2   2   

材料力学I 2   2   

材料力学Ⅱ 1    1  

熱力学I 2    2  

熱力学Ⅱ 1    1  

流体力学I 2    2  

流体力学Ⅱ 1    1  

機械システム入門 1  1    

電気電子工学 2   2   

機械力学 1    1  

自動制御 $ 2    2 $ 2 $ 
計測工学 2    2  

機械工作法 1  1    

加工工学I 1   1   

機構学 1   1   

機械設計I 1   1   

機械設計Ⅱ 1    1  

生産工学 1     1 
機械工学演習I 1 1     

機械工学演習Ⅱ 1  1    

機械工学演習Ⅲ 1   1   

設計製図Ⅰ 2 2     

設計製図Ⅱ 2  2    

創造設計製作 4   4   

機械設計演習I 2    2  

機械設計演習Ⅱ 2     2 
機械実習I 3 3     

機械実習Ⅱ 3  3    

工業英語 1     1 
技術者倫理 1     1 
機械工学実験I 2    2  

機械工学実験Ⅱ 2     2 
卒業研究 8     8 

選
択
科
目 

学外実習 1    1  

4単位以上を履修 

応用数学Ⅲ 2     2 
応用物理Ⅱ 2     2 
材料力学Ⅲ 2     2 
システム制御 2     2 
加工工学Ⅱ 2     2 
設計工学 2     2 
ロボット入門    ※ 1   1   

ロボット要素技術  ※ 1    1  

ロボット応用実践  ※ 1     1 



(注)※を付した科目は成長産業技術者教育プログラム（ロボット分野）履修生用科目である。 

(注)＄を付した自動制御は、ロボティクス・デザインコースは4年開講、エネルギー・シ

ステムコースは5年開講である。 

(2) ロボティクス・デザインコース 

授業科目 単位数 
学年別配当 

備考 
4年 5年 

必
修
科
目 

シミュレーション演習 1  1 

 

ロボット工学概論 1 1  

機械制御 1  1 

ロボット工学 1  1 

ロボティクスデザイン 4 4  

ロボット工学演習I 2 2  

ロボット工学演習Ⅱ 1  1 

(注)本コース配属学生は，共通選択科目の中でシステム制御，設計工学のうち１つ以上を

履修すること。 

ロボティクス・デザインコース 単位数 
学年別配当 

1年 2年 3年 4年 5年 

専門科目開設単位合計 98 8 11 17 30 32 

専門科目修得単位合計 86以上 8 11 
16以上 28以上  

3・4・5年で67以上 

一般科目修得単位合計 81 25 24 17 9 6 

一般科目との合計修得単位 167以上 33 35 
33以上 37以上  

3・4・5年で99以上 

(3) エネルギー・システムコース 

授業科目 単位数 
学年別配当 

備考 
4年 5年 

必
修
科
目 

応用光学 1  1 

 

CAE演習 1  1 

航空先端材料 1  1 

環境工学 1 1  

熱流体工学 1  1 

エネルギーデザイン 4 4  

エネルギーシステム演習 2 2  

(注)本コース配属学生は，共通選択科目の中で材料力学III，加工工学II，設計工学のう

ち１つ以上を履修すること。 

エネルギー・システムコース 単位数 
学年別配当 

1年 2年 3年 4年 5年 

専門科目開設単位合計 98 8 11 17 28 34 

専門科目修得単位合計 86以上 8 11 
16以上 26以上  

3・4・5年で67以上 

一般科目修得単位合計 81 25 24 17 9 6 

一般科目との合計修得単位 167以上 33 35 
33以上 35以上  

3・4・5年で99以上 



別表第２（第２条第１項関係） 

専門科目（電気工学科）［2023年度以降入学者に係る教育課程］ 

授業科目 単位数 
学年別配当 

備考 
1年 2年 3年 4年 5年 

必
修
科
目 

応用数学Ⅰ 2 2 

応用数学Ⅱ 2 2 

電気数学Ⅰ 1 1 

電気数学Ⅱ 1 1 

応用物理 2 2 

情報基礎 2 2 

情報処理Ⅰ 2 2 

情報処理Ⅱ 1 1 

電気磁気学Ⅰ 2 2 

電気磁気学Ⅱ 2 2 

電気計測 2 2 

電子工学 2 2 

工業英語Ⅰ 1 1 

半導体工学 2 2 

電気回路Ⅰ 2 2 

電気回路Ⅱ 2 2 

電気回路Ⅲ 2 2 

電気製図Ⅰ 1 1 

電気製図Ⅱ 1 1 

基礎電気工学 2 2 

ディジタル電子回路 2 2 

計算機工学 2 2 

電子回路Ⅰ 2 2 

電子回路Ⅱ 2 2 

制御工学 2 2 

数値解析 2 2 

電気材料 2 2 

電力工学Ⅰ 2 2 

電力工学Ⅱ 2 2 

電気機器Ⅰ 1 1 

電気機器Ⅱ 2 2 

電気機器Ⅲ 1 1 

電気法規及び電気施設管理 2 2 

パワーエレクトロニクス 1 1 

電気工学実験実習 13 3 4 4 2 

卒業研究 9 9 

修得単位計 81 5 11 19 27 19 

選
択
科
目 

放電現象 2 2 

学外実習 1 1 

通信工学Ⅰ 2 2 

通信工学Ⅱ 2 2 

電気磁気学Ⅲ 2 2 

工業英語Ⅱ 2 2 

ロボット入門 ※ 1 1 



ロボット要素技術 ※ 1 1 

ロボット応用実践 ※ 1 1 

開設単位計 14 1 2 11 

修得単位計 5以上 3・4・5年で5以上 

専門科目開設単位合計 95 5 11 20 29 30 

専門科目修得単位合計 86以上 5 11 
19以上 27以上 

3・4・5年で70以上 

一般科目修得単位合計 81 25 24 17 9 6 

一般科目との合計修得単位 167以上 30 35 
36以上 36以上 

3・4・5年で102以上 

(注)※を付した科目は成長産業技術者教育プログラム(ロボット分野)履修生用科目であ

る。 



別表第２（第２条第１項関係） 

専門科目（電子工学科）［2023年度以降入学者に係る教育課程］ 

授業科目 単位数 学年別配当 備考 
1年 2年 3年 4年 5年 

必
修
科
目 

電気数学 2   2   

 

応用数学 2    2  

応用物理 2    2  

情報基礎 2 2     

プログラミングⅠ 2  2    

プログラミングⅡ 2   2   

ソフトウェア工学 2    2  

数値解析 2    2  

電気磁気学Ⅰ 2   2   

電気磁気学Ⅱ 2    2  

電子デバイス 2   2   

電子工学序論 2 2     

半導体工学 2    2  

電気回路Ⅰ 2  2    

電気回路Ⅱ 2   2   

電気回路Ⅲ 2    2  

計測工学 2   2   

電子計測 2     2 
論理回路 2  2    

コンピュータ工学 2   2   

電子回路Ⅰ 2    2  

電子回路Ⅱ 2    2  

通信方式 2     2 
情報通信ネットワーク 2     2 
情報理論 2     2 
制御工学Ⅰ 2    2  

制御工学Ⅱ 2     2 
電子工学実験実習 18 2 4 4 4 4 
卒業研究 9     9 

   修得単位計 81 6 10 18 24 23 

選
択
科
目 

学外実習 1    1  

 

工業英語 2     2 
電子応用 2     2 
光エレクトロニクス 2     2 
画像処理 2     2 
コンピュータアーキテクチャ 2     2 
応用数学Ⅱ 2    2  
ロボット入門    ※ 1   1   

ロボット要素技術  ※ 1    1  

ロボット応用実践  ※ 1     1 
   開設単位計 16   1 4 11 
   修得単位計 5以上   3・4・5年で5以上 

専門科目開設単位合計 97 6 10 19 28 34 

 
専門科目修得単位合計 86以上 6 10 18以上 24以上  

3・4・5年で70以上 
一般科目修得単位合計 81 25 24 17 9 6 

一般科目との合計修得単位 167以上 31 34 35以上 33以上  

3・4・5年で102以上 

 (注)※を付した科目は成長産業技術者教育プログラム（ロボット分野）履修生用科目

である。 

  



別表第２（第２条第１項関係） 

専門科目（応用化学科）［2023年度以降入学者に係る教育課程］ 

授業科目 単位数 
学年別配当 

備考 
1年 2年 3年 4年 5年 

必
修
科
目 

応用数学Ⅰ 2    2  

 

応用数学Ⅱ 2    2  

応用物理Ⅰ 2    2  

情報基礎 2 2     

情報処理Ⅰ 1   1   

情報処理Ⅱ 1    1  

無機化学Ⅰ 2  2    

無機化学Ⅱ 2   2   

無機化学Ⅲ 2    2  

有機化学Ⅰ 2  2    

有機化学Ⅱ 2   2   

有機化学Ⅲ 2    2  

有機化学Ⅳ 2     2 

高分子化学 2    2  

材料化学 2     2 

物理化学Ⅰ 2   2   

物理化学Ⅱ 2    2  

物理化学Ⅲ 2     2 

分析化学Ⅰ 2  2    

分析化学Ⅱ 2   2   

化学工学Ⅰ 2   2   

化学工学Ⅱ 2    2  

化学工学量論 2     2 

生物工学 1    1  

生物化学Ⅰ 2    2  

品質管理 1     1 

プロセス設計 2     2 

化学英語Ⅰ 1   1   

機械工学概論 1     1 

電気工学概論 1     1 

安全管理学 1  1    

基礎化学実験 4 4     

応用化学実験Ⅰ 4  4    分析化学 

無機化学 

応用化学実験Ⅱ 4   4   有機化学 

物理化学 

応用化学実験Ⅲ 4    4  
化学工学 

生物工学 

分析化学 

卒業研究 10     10  
   修得単位計 80 6 11 16 24 23 

選
択
科
目 

学外実習 1    1  

 応用物理Ⅱ 1    1  

化学英語Ⅱ 1    1  



応用有機化学 2     2 

応用無機化学 2     2 

エネルギー工学 2     2 

環境化学 2     2 

生物化学Ⅱ 2     2 

   開設単位計 13    3 10 

   修得単位計 6以上    4・5年で6以上 

専門科目開設単位合計 93 6 11 16 27 33 

 
専門科目修得単位合計 86以上 6 11 16 

24以上  

4・5年で53以上 

一般科目修得単位合計 81 27 22 17 9 6 

一般科目との合計修得単位 167以上 33 33 33 
33以上  

4・5年で68以上 

 

  



別表第２（第２条第１項関係） 

専門科目（都市工学科）［2023年度以降入学者に係る教育課程］ 

授業科目 単位数 
学年別配当 

備考 
1年 2年 3年 4年 5年 

必
修
科
目 

応用数学Ⅰ 2    2  

 

応用数学Ⅱ 2    2  

応用物理 2    2  

環境生態 2     2 

構造力学Ⅰ 2  2    

構造力学Ⅱ 2   2   

構造力学Ⅲ 2    2  

構造力学Ⅳ 1     1 

水理学Ⅰ 2   2   

水理学Ⅱ 2    2  

水理学Ⅲ 2    2  

土質力学Ⅰ 2   2   

土質力学Ⅱ 2    2  

土質力学Ⅲ 2    2  

コンクリート工学Ⅰ 2   2   

コンクリート工学Ⅱ 1    1  

材料学 2  2    

施工管理学 1     1 

橋梁工学 2    2  

建築計画概論 1     1 

情報基礎 2 2     

CAD基礎 1   1   

情報数値解析 1    1  

土木計画 2    2  

測量学Ⅰ 2 2     

測量学Ⅱ 1  1    

測量学Ⅲ 2    2  

都市環境工学 2     2 

河川工学 1    1  

海岸工学 1    1  

都市交通計画学 1     1 

都市工学概論 1 1     

土木・建築設計製図Ⅰ 1   1   

土木・建築設計製図Ⅱ 1   1   

土木・建築設計製図Ⅲ 1    1  

土木・建築設計製図Ⅳ 1     1 

工業英語 1     1 

都市工学実験実習 12 2 2 3 2 3 

卒業研究 10     10 

   修得単位計 80 7 7 14 29 23 

選
択
科
目 

学外実習 1    1  

 応用CAD 1    1  

耐震工学 2     2 

維持管理工学 2     2 



防災工学 2     2 

都市情報工学 2     2 

景観工学 2     2 

建設都市法規 2     2 

建築施工 2     2 

   開設単位計 16    2 10 

   修得単位計 6以上    4・5年で6以上 

専門科目開設単位合計 96 7 7 14 31 37 

 
専門科目修得単位合計 86以上 7 7 14 

29以上  

4・5年で58以上 

一般科目修得単位合計 81 25 24 17 9 6 

一般科目との合計修得単位 167以上 32 31 31 
38以上  

4・5年で73以上 

 

 

 

 

 



別表第３（第２条第２項関係） 

特別活動［2023年度以降入学者に係る教育課程］ 

単位時間数 
学年別配当 

1年 2年 3年 

90 30 30 30 

 

 



シ ラ バ ス

（年間授業計画） 

 都 市 工 学 科 

２０２５ 年 度 

神戸市立工業高等専門学校 



科　目

担当教員 山路 哲史 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 試験�レポー��評�する．

2 試験�レポー��評�する．

3 試験�レポー��評�する．

4 試験�レポー��評�する．

5 試験�レポー��評�する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年,シラバス

数学Ⅰ (Mathematics I)

都市工学科・1年・通年・必修・4単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

高等専門学校における数学M基Oとなる事ST丁Vに講義する．さらに�演ZT[うことにより�内aM定cと応用fM養
hTはかる．

【A1】整lm分数lM計pが�きる．

【A1】方程l・不等lTvいたり�利用したり�きる．

【A1】簡単な等l・不等lM証}が�きる．

【A1】2次関数m分数関数などMグラÇT理vし応用�きる．

【A1】三角比・三角関数に関する定理�公lT理vし活用�きる．

hâは�試験85%　レポー�15%　としã評�する．試験hâは中間試験と定期試験M平均ëとする．100ë満ë�60
ë以ïT合óとする．

「新基O数学 改訂版」：高遠節夫 他 著 (大日本図書)
「新基O数学問題集 改訂版」：高遠節夫 他 著 (大日本図書)
「新課程 チャー�l 基Oと演Z 数学I+A�数学II+B+C」：チャー�研究所 編著（数研出版）

「新版 基O数学 改訂版」：岡本和夫 著（実教出版）
「LIBRARY 工学基O＆高専TEXT 基O数学［第2版≈」：佐々木良勝 他 著 (数理工学社)
「高専テキス�シリーズ 基O数学（第2版）」：ï野健爾 監修（森北出版）
「新版 基O数学演Z 改訂版」：岡本和夫 著（実教出版）
「LIBRARY 工学基O＆高専TEXT 基O数学問題集［第2版≈」：佐々木良勝 他 著 (数理工学社)

1年M数学II�2年M数学I・数学II

履修:�
注意事項

・時間に余ÿがある場合には�発展›な話題Tflうこともある．・参考書に„げた書Âは全部Ëえる必Íはない．・4ÎMオ
リエンテーションM中��入学Òに課した課題についãM実f試験T実Ûする．こM試験M結ıは1年数学IMhâとは関
ˆがない．
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授4計画（数学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 整lM加法・減法�整lM乗法 整lM加法・減法�乗法についãv˚し�演ZT[う．

2 因数分v 因数分vM公lおよびそMˇい方についãv˚し�演ZT[う．

3 整lM除法�剰余M定理と因数定理 整lM除法および剰余M定理と因数定理についãv˚し�演ZT[う．

4 分数lM計p 分数lM計pについãv˚し�演ZT[う．

5

6 いろいろな方程l 連立方程lm高次方程lなど�いろいろな方程lについãv˚し�演ZT[う．

7 演Z

8 中間試験 Ò期中間試験T[う．

9 中間試験Mv答・v˚�恒等l�等lM証} Ò期中間試験M答�T返	し�v答Tv˚する．また�恒等lおよび等lM証}についãv˚し�演ZT[う．

10

11 いろいろな不等l

12 不等lM証} 不等lM証}についãv˚し�演ZT[う．

13 関数とグラÇ 関数に関する用�m座標平�についãv˚し�グラÇTか�準�Tする．

14

15

16

17 べき関数�分数関数 べき関数�分数関数についãv˚し�演ZT[う．

18 無理関数 無理関数についãv˚し�演ZT[う．

19 逆関数 逆関数についãv˚し�演ZT[う．

20 鋭角M三角比 三角比M定義・性�とそM利用についãv˚し�演ZT[う．

21 鈍角M三角比 三角比T鈍角に拡�Mï�そM相互関ˆについãv˚し�演ZT[う．

22 三角�へM応用 正弦定理・余弦定理など三角比M三角�へM応用についãv˚し�演ZT[う．

23 中間試験 後期中間試験T[う．

24 中間試験Mv答・v˚�一般角と三角関数 後期中間試験M答�T返	し�v答Tv˚する．また�一般角および一般角M三角関数についãv˚し�演ZT[う．

25 弧,法�三角関数M性� 弧,法�三角関数M性�についãv˚し�演ZT[う．

26 三角関数MグラÇ�グラÇM拡大・縮小 三角関数MグラÇ�グラÇM拡大・縮小についãv˚し�演ZT[う．

27 三角関数M方程lと不等l 三角関数T'(方程l・不等lについãv˚し�演ZT[う．

28

29 )T和・差（和・差T)）に+す公l�三角関数M合hについãv˚し�演ZT[う．

30 演Z 三角関数に関する総合›な演ZT[う．

Ò期�後期ともに中間試験および定期試験T実Ûする．

2次方程l�vとˆ数M関ˆ 2次方程lMv法�判別l�およびvとˆ数M関ˆについãv˚し�演ZT[う．

6/ま�M内aについã演ZT[う．

不等lM性��1次不等lMv法 不等lとそMvM性��1次不等lMv法についãv˚し�演ZT[う．

連立不等l�2次以ïM不等lなどMv法についãv˚し�演ZT[う．

2次関数MグラÇ�2次関数M最大・最小 2次関数MグラÇとそM最大値・最小値についãv˚し�演ZT[う．

2次関数と2次方程l 2次関数と2次方程lについãv˚し�演ZT[う．

2次関数と2次不等l 2次関数と2次不等lについãv˚し�演ZT[う．

加法定理�加法定理M応用(1) 加法定理および2倍角M公l�半角M公lについãv˚し�演ZT[う．

加法定理M応用(2)

I
考
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科　目

担当教員 谷口 公仁彦 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

理工学��基�とな�微分・積分学�講 す�"概$�理%&重(�)き+豊-な演/�0じ2運用能6�7め�"

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 無限数<とそ�>&つい2�計Bができ�か�試験+レポーKLで評Nす�"

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業7L専門学校 2025年[シラバス

数学Ⅰ (Mathematics I)

都市工学科・2年・0年・必修・4単位【講 】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

【A1】無限数<とそ�>&つい2�計Bができ�"

【A1】関数�極限・連続xなど�概$�理%し+ 極限�計Bでき�"
関数�極限・連続xなど�概$�理%し+ 極限�計Bでき�か�試験+レ ポー

KLで評Nす�"

【A1】様|な関数�微分係数・導関数・第2次導関数�計Bでき+グラフ �

概形+接線+速[・加速[など&応用でき�"

様|な関数�微分係数・導関数・第2次導関数�計Bでき+グラフ�概形+ 接

線+速[・加速[など&応用でき�か�試験+レポーKLで評Nす�"

【A1】様|な関数�不定積分・定積分�計Bでき+積分�面積・体積など 

&応用でき�"

様|な関数�不定積分・定積分�計Bでき+積分�面積・体積など&応用 で

き�か�試験+レポーKLで評Nす�"

成éは+試験85%　レポーKL13%　í�実6試験2%　とし2評Nす�"試験成éは中間試験と定期試験�平均(と

す�"100(満(で60(以ú�合ûとす�"

「新版 微分積分 I 改訂版」 : 岡本 >夫 編 (実教出版)

「新版 微分積分 I演/ 改訂版」 : 岡本 >夫 編 (実教出版)

「新課程 チャーK式 基�と演/ 数学II+B+C+数学III」 : チャーK研究所編著 (数研出版)

「新編 7専�数学2(第2版・新装版)」：田代嘉宏 他 編（森北出版）

「新 微分積分I 改訂版」 : 7遠節夫 他 著 (大日本図書)

「新編 7専�数学 2 問題集（第2版）」：田代 嘉宏 著 (森北出版)

「新 微分積分I 問題集 改訂版」 : 7遠節夫 他 著 (大日本図書)

「大学・7専À�ため� %法演/ 微分積分I」：糸岐宣昭・“”廣孝 著 (森北出版）

1年�数学I・数学II

履修:�
注意事項

・時間&余ÿがあ�場合&は+発展›な話題�flうこともあ�・参考書&Âげた書Áは全部Íえ�必Ïはない"・4Ì�最

Ô�授業時&+1年時�数学�内Ò&関す�実6試験�実Úし+成é& 加Ûす�"・前年[�学年末休業前&課された課

題�成é�レポーK�成é&加Ûす�"
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授4計画（数学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 無限数<�極限 無限数<�極限&つい2%˘し+演/�˙う"

2 無限L比数< 無限L比数<&つい2%˘し+演/�˙う"

3 無限L比級数 無限L比級数&つい2%˘し+演/�˙う"

4 関数�極限値 関数�極限値&つい2%˘し+演/�˙う"

5 関数�いろいろな極限 関数�いろいろな極限&つい2%˘し+演/�˙う"

6 いろいろな関数�極限 いろいろな関数�極限&つい2%˘し+演/�˙う"

7 連続関数 連続関数&つい2%˘し+演/�˙う"

8 中間試験 中間試験�˙う"

9 中間試験�%答・%˘+平均変化�と微分係数+導関数 中間試験�返�し+%答・%˘�˙う"平均変化�と微分係数+導関数&つい2%˘し+演/�˙う"

10 関数�積・��微分法+合成関数�微分法&つい2%˘し+演/�˙う"

11 逆関数�微分法+“角関数�導関数&つい2%˘し+演/�˙う"

12 対数関数と指数関数�導関数 対数関数と指数関数�導関数&つい2%˘し+演/�˙う"

13 7次導関数+接線�方程式&つい2%˘し+演/�˙う"

14 平均値�定理+関数�増
&つい2%˘し+演/�˙う"

15 関数�グラフ&つい2%˘し+演/�˙う"

16 曲線�凹�とグラフ&つい2%˘し+演/�˙う"

17 いろいろな応用 関数�グラフ�概形�方程式�不L式などへ�利用&つい2%˘し+演/�˙う"

18 近似式+速[と加速[ 近似式+速[と加速[&つい2%˘し+演/�˙う"

19 不定積分 不定積分&つい2%˘し+演/�˙う"

20 )換積分法と部分積分法 )換積分法と部分積分法&つい2%˘し+演/�˙う"

21 いろいろな関数�不定積分 いろいろな関数�不定積分&つい2%˘し+演/�˙う"

22 演/

23 中間試験 中間試験�˙う"

24 中間試験�%答・%˘+定積分 中間試験�返�し+%答・%˘�˙う"定積分&つい2%˘し+演/�˙う"

25 定積分�)換積分法 定積分�)換積分法&つい2%˘し+演/�˙う"

26 定積分�部分積分法+微分積分学�基本定理 定積分&よ�面積�計B法&つい2%˘し+演/�˙う"

27 いろいろな図形�面積 定積分�面積へ�応用&つい2%˘し+演/�˙う"

28 体積 定積分�体積へ�応用&つい2%˘し+演/�˙う"

29 区分求積法 区分求積法&つい2%˘し+演/�˙う"

30 定積分と不L式 定積分と不L式&つい2%˘し+演/�˙う"

前期+後期とも&中間試験およ�定期試験�実Úす�"

関数�微分法（1）

関数�微分法（2）+“角関数�導関数

7次導関数+導関数と関数�増
（1）

導関数と関数�増
（2）

関数�グラフ（1）

関数�グラフ（2）

16～21��総合›な演/�˙う"

I
考
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科　目

担当教員 吉村 弥子 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 重積��計�ができるか�試験�レポート�!テストで評%する．

6

7

8

9

10

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年8シラバス

数学Ⅰ (Mathematics I)

都市工学科・3年・通年・必修・4単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

理工学W�基Yとなるテイラー展開�偏微��重積��微�方程cについg講義する．概i�理jに重k�おき�基本問題
�応用問題�演sで基Y�tめ�さらに応用x�つけg運用能x�高める．

【A1】ロピタ��定理�テイラー�定理など�Çっg�関数�極限値�近似
値など�計�ができる．

ロピタ��定理�テイラー�定理など�Çっg�関数�極限値�近似値など�計
�ができるか�試験�レポート�!テストで評%する．

【A1】�数関数�三角関数など�様çな関数�不定積��èめることがで
きる．

�数関数�三角関数など�様çな関数�不定積��èめることができるか�
試験�レポート�!テストで評%する．

【A1】定積��Çっg�面積�体積�曲î�ïさが計�できる． 定積��Çっg�面積�体積�曲î�ïさが計�できるか�試験�レポート�!テ
ストで評%する．

【A1】偏導関数�計�ができ�偏導関数�応用し�極値ò条件õき極値�
èめることができる．

偏導関数�計�ができ�偏導関数�応用し�極値ò条件õき極値�èめるこ
とができるか�試験�レポート�!テストで評%する．

【A1】重積��計�ができる．

【A1】微�方程cとそ�jについg理jし�1階微�方程c�2階微�方程
cがjける．

微�方程cとそ�jについg理jし�1階微�方程c�2階微�方程cがjけ
るか�試験�レポート�!テストで評%する．

成üは�試験85%　レポート2%　!テスト10%　実x試験3%　としg評%する．試験成üは中間試験と定期試験�平
ßとする．100k満kで60k以´�合≠とする．

「新編 高専�数学3 [第2版・新装版]」：田代 嘉宏 他 編（森北出版）
「改訂版 新版微�積�II演s」：岡本 和夫 監修（実教出版）

「改訂版 チャートc 基Yと演s 数学III」：チャート研究所 編著（数研出版）
「改訂版 新版微�積�II」：岡本 和夫 監修（実教出版）
「数研講Œシリーズ 大学教養 微�積�」：加藤 文元 著（数研出版）
「大学・高専◊�ため�j法演s 微�積�II」：糸岐 宣昭 他 著（森北出版）
「高専テキストシリーズ 微�積�2 問題集」： ´野 健爾 監修（森北出版）

1�2年�数学I�数学II

履修:�
注意事項

・時間に余Âがある場合には発展Èな話題�Îうこともある．・レポートは夏季休業前�冬季休業前等�適宜ıす．・参考書
に˘げた書˚は全部˛える必�はない．・4��最��授業時に2年時まで�数学�内�に関する実x試験�実�し�k
数�成üに加	する．・前年8�学年末休業前にıされたı題�成ü�レポート�成üに加	する．
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授4計画（数学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 曲î�媒介変数方程c�極Œ�と曲î 媒介変数で表�された曲î�概���べる方法�学sする．

2 不定��極限値

3 べき級数�高次導関数

4 テイラー�定理

5 無理関数など�不定積�

6 �数関数�不定積�

7

8 中間試験 中間試験��う．

9 試験返却�和�極限としg�定積�

10 面積・体積

11 曲î�ïさ

12 広義積�

13

14 偏導関数�合成関数�偏導関数

15

16

17 陰関数定理

18 条件õき極大・極!

19 重積�

20 積��順序変更 積�順序�変更�理jし�計��する．

21 体積

22 極Œ�による重積�

23 中間試験 中間試験��う．

24 試験返却�微�方程cとj

25 変数�離�

26 同次�

27 î�微�方程c�完全微��

28

29

30 演s

前期�後期ともに中間試験およ%定期試験�実�する．

ロピタ��定理�用いg不定��極限�èめる.

べき級数�高次導関数�Îいについg学sする.

テイラー展開�マクローリ)展開�Çっg関数�近似c�èめる.

無理関数など�不定積�についg学sする.

�数関数�不定積�についg学sする.

sin x�cos x ��数関数�不定積� sin x�cos x �-.�数関数�不定積�についg学sする.

中間試験�答0�返却し�j答�j1する．和�極限としg�定積��理jし�和�極限�定積�に2しg計�する.

定積��Çっg面積ò体積�計�する.

定積��Çっg曲î�ïさ�計�する.

広義積�についg理jし�広義積��計�する.

2変数関数 2変数関数�概i�理jし�極限値ò連続5��べる.

偏導関数についg理jし�様çな偏導関数�計��する.

2変数関数�平ß値�定理 2変数関数�平ß値�定理�理jし�誤7�評%に利用する.

2変数関数�極大・極! 偏導関数�Çっg極値�計��する.

陰関数定理についg理jし�極値ò特異k�èめる.

条件õき�関数�極値についg理jし�極値�èめる.

重積�についg理jし�計��する.

重積��Çっg体積�èめる.

極Œ��Çっg重積��èめる.

中間試験�答0�返却し�j答�j1する．微�方程cと一般j�特殊j�特異jについg理jする.

変数�離��微�方程c�jく.

同次��微�方程c�jく.

î�微�方程c�完全微���微�方程c�jく.

2階微�方程c 2階微�方程c�1階微�方程cに2しgjく.

定数係数2階î�微�方程c 定数係数2階î�微�方程c�jく.

微�方程c�jく演s�する.

I
考
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科　目

担当教員 菅野 聡子 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 試験�レポー��評�する．

2 試験�レポー��評�する．

3 試験�レポー��評�する．

4 試験�レポー��評�する．

5 試験�レポー��評�する．

6 試験�レポー��評�する．

7 試験�レポー��評�する．

8 試験�レポー��評�する．

9 試験�レポー��評�する．

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年+シラバス

数学Ⅱ (Mathematics II)

都市工学科・1年・通年・必修・4単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

高等専門学校における数学L基Nとなる事RS丁Uに講義する．さらに�演YSZうことにより�内`L定bと応用eL養
gSはかる．

【A1】実数�複素数L計nが�きる．

【A1】集rL概tS理vw応用�きる．

【A1】順yと組rせS|っ~場rL数L計nが�きる．また�二項定理が
|える．

【A1】さまざまな確áL計nが�きる．

【A1】命âLäえãS理vw�証çが�きる．

【A1】座標平面í��ìと直線�2次曲線�領ôなどLõúãS理v�きる．

【A1】指数法則�指数関数S理vw�計nおよ°応用が�きる．

【A1】対数L定義�対数関数S理vw�計nおよ°応用が�きる．

【A1】数yとそL§に関する事項およ°数学的帰納法LäえãS理v�
きる．

g®は�試験80%　レポー�20%　とw~評�する．試験g®は中間試験と定期試験L平均ìとする．100ì満ì�60
ì以íSr±とする．

「新基N数学 改訂版」：高遠節夫 他 著 (大日本図書)
「新基N数学問â集 改訂版」：高遠節夫 他 著 (大日本図書)
「新課程 チャー�式 基Nと演Y 数学I+A�数学II+B+C」：チャー�研究所 編著（数研出版）

「新版 基N数学 改訂版」：岡本§夫 著 (実教出版)
「新編 高専L数学1 [第2版・新装版]」：田代嘉宏・難波完爾 編 (森北出版)
「高専テキス�シリーズ 基N数学 (第2版)」：高専L数学教材研究会 編 (森北出版)
「新版 基N数学演Y 改訂版」：岡本§夫 著 (実教出版)
「新編 高専L数学1 問â集 (第2版)」：田代嘉宏 編 (森北出版)

1年L数学I�2年L数学I・数学II

履修:�
注意事項

・時間に余Íがある場rには�発展的な話âSõうこともある．・参ä書にÒげた書Ûは全部ˆえる必˜はなú．・確áにつ
ú~はチャー�S利用する．
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授4計画（数学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 実数�平ã根 実数�絶対値�平ã根につú~v˝w�演YSZう．また�分ˇL有理�につú~v˝w�演YSZう．

2 複素数 複素数L定義およ°計nã法につú~v˝w�演YSZう．

3 集r�集rL˜素L個数 集rL概tにつú~v˝w�演YSZう．また�集rL˜素L個数につú~v˝w�演YSZう．

4 場rL数�順y §L法則��L法則につú~v˝w�演YSZう．また�順yおよ°重複順yにつú~v˝w�演YSZう．

5 組rせ��じもLS�	順y 組rせL計nとそL応用につú~v˝w�演YSZう．また��じもLS�	順yにつú~v˝w�演YSZう．

6 円順y�二項定理 円順y�二項定理につú~v˝w�演YSZう．

7 演Y 順yと組rせにつú~L総r的な演YSZう．

8 中間試験 前期中間試験SZう．

9 中間試験Lv答・v˝�命â

10 事�と確á�確áL基本性質 事�と確áL概tおよ°確áL基本性質につú~v˝w�演YSZう．

11 独立な試Zと確á�条件�き確á 独立な試ZL確á�反復試ZL確á�条件�き確áにつú~v˝w�演YSZう．

12

13

14 円Lã程式 座標平面íL円Lã程式につú~v˝w�演YSZう．

15 楕円�双曲線 座標平面íL楕円�双曲線につú~v˝w�演YSZう．

16

17 不等式と領ô 座標平面í�不等式L�す領ôにつú~v˝w�演YSZう．

18 演Y

19 累乗根�指数L拡張 累乗根とそL性質�指数L整数・有理数へL拡張と指数法則につú~v˝w�演YSZう．

20 指数関数 指数関数とそLグラフ�指数ã程式・不等式につú~v˝w�演YSZう．

21 対数 対数L定義・性質�#L変換公式につú~v˝w�演YSZう．

22 演Y 指数関数およ°対数L計nにつú~演YSZう．

23 中間試験 後期中間試験SZう．

24 中間試験Lv答・v˝�対数関数 後期中間試験L答(S返*w�v答・v˝SZう．また�対数関数とそLグラフ�対数ã程式・不等式につú~v˝w�演YSZう．

25 常用対数 常用対数につú~v˝w�演YSZう．

26 数y�等差数y 数yL基本事項�等差数yとそL§につú~v˝w�演YSZう．

27

28 さまざまな数yL§L計nã法につú~v˝w�演YSZう．また�漸�式につú~v˝w�演YSZう．

29 数学的帰納法 数学的帰納法につú~v˝w�演YSZう．

30 演Y

前期�後期ともに中間試験およ°定期試験S実.する．

前期中間試験L答(S返*w�v答・v˝SZう．また�命âLäえãと必˜条件・十分条件�命âL逆・裏・対2と証çã法につ
ú~v˝w�演YSZう．

2ì間L距4と内分ì 座標平面íL2ì間L距4�線分L内分ì�三角7L重8につú~v˝w�演YSZう．

直線Lã程式�2直線L関係 座標平面íL直線Lã程式�2直線L平Z・垂直条件につú~v˝w�演YSZう．

放物線�2次曲線L接線 座標平面íL放物線につú~v˝w�演YSZう．また�座標平面íL2次曲線L接線につú~v˝w�演YSZう．

2次曲線およ°不等式L�す領ôにつú~演YSZう．

等比数y�úろúろな数yL§(1) 等比数yとそL§につú~v˝w�演YSZう．また�§L記号ΣL性質につú~v˝w�演YSZう．

úろúろな数yL§(2)�漸�式

24～29EL総r的な演YSZう．

I
考
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科　目

担当教員 吉村 弥子 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 行列�つい�理�し， 実��計�ができるか"試験，レポー(で評*する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年=シラバス

数学Ⅱ (Mathematics II)

都市工学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

工学，自然科学，社会学な_幅aい分cで利eされる線形代数学k基m�つい�講義し，演o"行う. 発展tな事vw適
宜zう予|である.

【A1】ベク(Äk意Çおよびそk性à"理�し，基本tな計�ができる． ベク(Äk意Çおよびそk性à"理�し， 基本tな計�ができるか"試験，レ
ポー(で評*する．

【A1】ベク(Äkäãå"利eし�， 平éè空ëk図形"ìãる． ベク(Äkäãå"利eし�， 平éおよび空ëk図形"ìãるか"試験，レポ
ー(で評*する．

【A1】行列およびそk演�åî"理�し， 基本tな計�ができる． 行列およびそk演�åî"理�し， 基本tな計�ができるか"試験，レポー(
で評*する．

【A1】連立1次å程�k�î�つい�理�し， 実��計�ができる. 連立1次å程�k�î�つい�理�し， 実��計�ができるか"試験，レポー
(で評*する．

【A1】行列��つい�理�し， 実��計�ができる.

成ôは，試験90%　レポー(10%　とし�評*する．100点満点で60点以°"合£とする．試験成ôは中ë試験と|期試
験k平¶とする．

「改訂版 新版 線形代数」：岡本 和夫 監修（実教出版）
「改訂版 新版 線形代数演o」：岡本 和夫 監修（実教出版）
「新課程　チャー(�　基mと演o　数学II+B+C」：チャー(研究所編著 (数研出版)

「新 線形代数 改訂版」：高遠 節夫 監修（大日本図書）
「高専テキス(シリーズ 線形代数 第2版」：°c 健爾 監修（森北出版）
「線形代数学　初œか–ジョÄダ‘標準形◊」：三宅 敏恒 著(培風館)
「線形代数学k演o」：三宅 敏恒 著(培風館)
「キーポイ‘( 線形代数」：薩摩 順吉・„‰谷 晶二 著 (岩波書店)

1年k数学I， 数学II

履修:�
注意事項

・レポー(は夏季休業前・冬季休業前等，適宜課す.・参ä書�ÒげÛ書Ùは全部˜ãる必¯はない.
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授4計画（数学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 平éベク(Ä

2 平éベク(Äk成分表˙と大きさ

3 ベク(Äk内積

4 位˝ベク(Ä

5 直線kベク(Äå程�

6 ˇkベク(Äå程�

7 演o

8 中ë試験

9 試験返却，空ë座標

10 空ëベク(Ä

11 空ëベク(Äk内積

12

13

14

15 演o

16

17 行列k累乗，逆行列�つい�学ぶ．

18 転˝行列，対称行列，交代行列，直交行列な_�つい�学ぶ．これまでk演o"行う．

19 �き出しî�つい�学ぶ．

20 逆行列k��å，行列k階数�つい�学ぶ．

21

22 演o 行列�つい�k総合演o"行う．

23 中ë試験

24 試験返却，行列�k|義 中ë試験k答�"返却し，�答"��する．行列�k|義�つい�学ぶ．

25 行列�k性à 行列�k性à�つい�学ぶ．

26 行列�k展開 行列�k余因子展開�つい�学ぶ．

27 文�"�ん�行列� 文�"�ん�行列�kìいå�つい�学ぶ．

28 行列�と逆行列 行列�"eいÛ逆行列k表しå�つい�学ぶ．

29

30 演o

前期，後期とw�中ë試験および|期試験"実�する．

ベク(Äk基本tな概念・e"および加î・減î・実数%な_k演�とそk基本î&�つい�学ぶ.

ベク(Äk成分表˙，大きさ，平行�つい�学ぶ.

ベク(Äk内積，成分計�， 基本性à�つい�学ぶ.

位˝ベク(Äk利eî�つい�学ぶ.

直線kベク(Äå程��つい�学ぶ.

ˇkベク(Äå程��つい�学ぶ.

平éベク(Ä�つい�k総合演o"行う.

中ë試験"行う.

中ë試験k答�"返却し，�答"��する．空ë座標k基本tなìいåとe"�つい�学ぶ.

空ëベク(Äとそk成分�つい�学ぶ.

空ëベク(Äk内積�つい�学ぶ.

空ëベク(Äk応e(1) 空ë�おける位˝ベク(Äkìいåと直線kå程��つい�学ぶ.

空ëベク(Äk応e(2) 空ë�おける平ékå程�と球ékå程��つい�学ぶ.

空ëベク(Äk応e(3) 点と平ék距離，およびベク(Äk外積�つい�学ぶ.

空ëベク(Ä�つい�k総合演o"行う.

行列(1) 行列k概念とe"および和，差，スカラー%，積な_k行列k基本tな演��つい�学ぶ.

行列(2)

行列(3)

連立1次å程�と行列（1）

連立1次å程�と行列(2)

連立1次å程�と行列(3) 正&でない連立1次å程��つい�，そk�きå"学ぶ．

中ë試験"行う.

行列�と連立1次å程� 連立1次å程��1するクラメÄk公��つい�学ぶ．正&でない連立1次å程��つい�復oする．

行列��つい�k総合演o"行う.

I
考
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科　目

担当教員 谷口 公仁彦 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%) (c),(d)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年#シラバス

確率・統計 (Probability and Statistics)

都市工学科・4年・前期・必修・1単位【講義・演習】 ( 学修単位I )

JABEE基準

授4�
概6�方針

1年IJ学んL確率M基OPQまえてU確率V統計MWえXP必Yとす\場^J直^したときU必Yc基O的知fP講義
す\．

【A1】デーjP解lす\ときM統計MWえXP理解す\． 中間試験・定期試験Uレポーuv評xす\.

【A1】確率変{と確率分}M概�P理解す\． 中間試験・定期試験Uレポーuv評xす\.

【A1】二項分}U正規分}P理解しU具体ÜM確率cどP計àvき\． 中間試験・定期試験Uレポーuv評xす\.

【A1】推定・検定MWえXP理解しU具体ÜPãえ\． 中間試験・定期試験Uレポーuv評xす\.

成çはU試験70%　レポーu30%　として評xす\．試験成çは中間試験と定期試験M平均ìとす\．100ì満ìv60
ì以óP合ôとす\．

「LIBRARY 工学基O&高専TEXT 確率統計」§河東泰之 監修（{理工学社）
「LIBRARY 工学基O&高専TEXT 確率統計 問題Ø」§河東泰之 監修（{理工学社）

「新 確率統計改訂版」「新確率統計問題Ø改訂版」§高遠 節夫 他 著（大日本図書）
「新版 確率統計」「新版 確率統計演習」§岡本 和夫 監修（実教出版）
「キーポインu 確率・統計」§和達 三樹・十河 清 著 (岩波書店)
「これLけは知っておこう! 統計学」§東北大学統計グループ 著 (有斐⁄ブックス)
「Rvfiしfl統計」§奥村 晴彦 著（共立出版）

1年{学IUIIU2年{学IUIIU3年{学I

履修:�
注意事項

・授業中J電ÂÊ必Yc場合Êあ\．・時間J余ÍÊあ\場合JはU 発展的c話題Pãうこともあ\.・参W書Jげた書
Úは全部ıえ\必Yはcい.
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授4計画（確率・統計）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1

2

3

4

5 確率分}M基本的c概�V性¯P学習す\．

6 二項分}Uポアソン分}MWえXと計àX˚P学習す\．

7 連続型確率分} 連続型確率分}と確率密#関{M概�P学習す\．

8 中間試験 中間試験P�う．

9 中間試験M解答・解�P�う．またU正規分}M基OP学習しU関連した確率M計àX˚P学習す\．

10 標準正規分}JついてUまたそM応
として二項分}M正規分}Jよ\近
Jついて学習す\．

11 母Ø�と標本 母Ø�と標本M関係UさらJ標本平均M分}と中心極限定理cどJついて学習す\．

12 ì推定U区間推定MWえXU信頼係{V信頼区間Jついて学習す\．

13 母平均と母比率M区間推定Jついて学習す\．

14 仮�検定MWえXU
�Jついて学習す\．

15 母平均と母比率M検定Jついて学習す\．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期中間試験およ�前期定期試験P実�す\．

1I�デーj(1) 1I�MデーjM整理とそれJ関す\基O的c
�P学習す\．平均cどM代表"Jついて学習す\.

1I�デーj(2) 1I�MデーjJおけ\散}#（分散U標準偏差）M意'P理解しUそM計àX˚P学習す\．

2I�デーj(1) 2I�MデーjM整理とそれJ関す\基O的c
�P学習す\.共分散と相関係{Jついて学習す\.

2I�デーj(2) 最小2乗˚U回帰直.Jついて学習す\．

離散型確率分}(1)

離散型確率分}(2)

中間試験M解答・解�U正規分}(1)

正規分}(2)

母{M推定(1)

母{M推定(2)

統計的検定(1)

統計的検定(2)

J
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8 タイピングテス��結��評�する．

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年*シラバス

情報基礎 (Fundamentals of Information TechnologE)

藤田 政宏 講師, 松露 真 准教授

都市工学科・1年・通年・必修・2単位【演習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

本演習はa現代社eにおいi数理・データサイエンス・AIpqえる影tu利活x�y��留意|}理~しa基礎ÄÅデー
タ~ÇpÉえるようにÅること}目Äとしiいる．演習�はaデータサイエンス}学â重要性a深層学習Åど�先端技ì}活
xしî社eサービス�動向aAI}活xするy��留意事ôÅどについi学習する．さらにaPEthon}xいîデータ~Çお
よû可視°に¢する演習}Éう．

【A3】現£�社e変°に数理・データサイエンス・AIpqえる影tおよû
自¶�生活と�¢®についi理~しiいる．

現£�社e変°に数理・データサイエンス・AIpqえる影tおよû自¶�生
活と�¢®についi理~しiいる©前期中間試Ø�評�する．

【A3】深層学習Åど�先進技ìuそれ}活xしî≥しい社eサービスÅ
ど�動向についi理~しiいる．

深層学習Åど�先進技ìuそれ}活xしî≥しい社eサービスÅど�動向
についi理~しiいる©前期中間試Ø�評�する．

【A3】数理・データサイエンス・AI}活xするy�遵µするべ∑法πuモラ
ªについi理~しiいる．

数理・データサイエンス・AI}活xするy�遵µするべ∑法πuモラªについ
i理~しiいる©前期中間試Ø�評�する．

【A3】情報処理}Éうy�必要Åコンピュータuネッ�ワー¬に¢する基本
Ä知ƒ}≈ちaそれら}説»することp�∑る．

情報処理}Éうy�必要Åコンピュータuネッ�ワー¬に¢する基本Ä知ƒ}
≈ちaそれら}説»することp�∑る©前期中間試Ø�評�する．

【A3】様 Å種Ã�データ}Õうy��基本Ä知ƒ}≈ちaそれら}統計
Äに~Çすることp�∑る．

様 Å種Ã�データ}Õうy��基本Ä知ƒ}≈ちaそれら}統計Äに~Ç
することp�∑る©演習u後期中間試Ø�評�する．

【A3】条件分‘u’÷◊し処理Åど基本ÄÅプログラミング技ì}≈ちaそ
れら}€っi簡単Åデータ~Ç}Éうことp�∑る．

条件分‘u’÷◊し処理Åど基本ÄÅプログラミング技ì}≈ちaそれら}€
っi簡単Åデータ~Ç}Éうことp�∑る©演習と後期中間試Ø�評�する．

【A3】大規‡データu時系„データÅど}Õうy��基本Ä知ƒ}≈ちa
簡単Åデータ~Ç}Éうことp�∑る．

大規‡データu時系„データÅど}Õうy��基本Ä知ƒ}≈ちa簡単Åデ
ータ~Ç}Éうことp�∑る©演習�評�する．

【A3】タッチタイピングp�∑る．

成Êはa試Ø30%　タイピングテス�10%　演習60%　としi評�する．総合評�}100|満|としia60|以y}合格
とする．試Ø成Êは2Ì�試Ø�平均|とする．演習は授業�されるÒ�提出Ù�評�する．

必要にıじiawebÅど�資˙}配¸する．

「はじめi�AIリテラシー」�岡嶋 裕史a吉田 雅裕（技ì評論社）
「教�としi�データサイエンス」�内田 誠�ほ©（講談社）
「PEthonユー��îめ� JupEter�実践］入門」�池内 孝啓a片柳 薫!ほ©（技ì評論社）
「PEthon�はじめるアªゴリズ%入門 伝統ÄÅアªゴリズ%�学â定(と計算量 」�増井 敏克（翔泳社）
「PEthonによる機械学習入門」�株式e社システ%計画研究所（オー%社）

S4 情報数値~ÇaS2 都市工学実Ø実習aS1-S2 数学IaS1-S2 数学IIaS4 確率・統計

履修:�
注意事項

本科目は演習}通じi修@する科目�ある．そ�îめ総合情報センター�演習室開E}積極Äに利xする�pHましい．
まîa¬ラウドツーª}xいi学習可MÅ内Nに¢しiはa自O��演習}積極ÄにÉうことpHましい．
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授4計画（情報基礎）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 演習システ%�利x方法 演習室�利x方法u利xy�マナーについi学習する．

2 タイピング練習aコンピュータ基礎 タイピング練習}Éう．コンピュータ�ハードウェアおよûソフ�ウェア��般ÄÅ知ƒについi学習する．

3 タイピング練習aネッ�ワー¬基礎 タイピング練習}Éう．社e}Yえる情報通Zネッ�ワー¬�仕\みとそれ}Yえる技ìについi学習する．

4 タイピング練習}Éう．社e�^∑iいる変°}知÷aデータサイエンス}学â意_}学習する．

5

6

7

8 前期中間試Ø ここま��内N�理~*}確`するîめに前期中間試Ø}Éう．

9 データ�種Ã・代表値 質Äデータと量Äデータ�cいについi学習する．様 Å代表値によっiデータ}統計Äに要d�∑ること}学習する．

10 データ�ばらつ∑・観gデータ�誤差 観gされîデータにjまれるばらつ∑}理~しaばらつ∑�大∑さ}評�するîめ�代表値�ある標準偏差についi学習する．

11 層nデータ�Õい・¬ロス集計 層n因!}jむようÅaひとまとめにしi~Çすべ∑�はÅいデータについi学習する．

12 データ間�相¢と因�

13 データ�集計・~Ç データ�集計・可視°についi学習する．データ�種Ãu表現しîい内Nについi様 Å可視°方法pあること}学習する．

14 データ�可視°・データ�比較 データ�可視°についi学習する．データ�種Ãu表現しîい内Nにvしî可視°}学習しa表計算ソフ�}€っî演習}Éう．

15 演習

16

17 ’÷◊し処理}xいること�a大量�処理}簡wに記yする方法についi学習しaそれ}理~するîめ�演習}Éう．

18 演習

19 条件分‘}xいること�a様 Å入zデータ}~Çする方法についi学習しaそれ}理~するîめ�演習}Éう．

20 演習

21 線形探~u素数判定Åど�基本ÄÅアªゴリズ%}学習しaそれ}理~するîめ�演習}Éう．

22 演習

23 後期中間試Ø ここま��内N�理~*}確`するîめに後期中間試Ø}Éう．

24

25 演習

26

27 演習

28 時系„データ~Ç 時間変°にともÅっi変°するデータとそ�~Ç・可視°についi学習しaそれ}理~するîめ�演習}Éう．

29 演習

30 演習

タイピング練習a社eにおけるデータ・AI�利xと活x(1)

タイピング練習a社eにおけるデータ・AI�利xと活x(2) タイピング練習}Éう．データサイエンスp様 Å業種�活xされiいる事É}知÷aデータ・AI�活xpど�ように�値}生む©
}学習する．

タイピング練習a社eにおけるデータ・AI�利xと活x(3) タイピング練習}Éう．深層学習Åど�先端技ìuそれ}活xしîサービス}学習する．社eへ�展開p進むこと�生じる問Ò
についiも学習する．

タイピング練習aデータ・AI}利活xするá�倫理 タイピング練習}Éう．データ・AI}Õうy��基本倫理についi学習する．実á�事É}âÅpらaデータ}活xする社eにおけ
るリス¬についiも学習する．

2変数データ間�相¢についi学習する．相¢と因��cいu疑似相¢についiも学習する．

14週目ま�に学習しî内N�演習}Éう．

プログラミング入門 - PEthon�導入 - 機械学習}はじめéく�分ê�€われiいる汎xス¬リプ�言î�あるPEthonについi学習しaそれ}理~するîめ�演習}É
う．

プログラミング入門 - ’÷◊し処理 -

17週目に学習しî内N}中ñとしî演習}Éう．

プログラミング入門 - 条件分‘ -

19週目に学習しî内N}中ñとしî演習}Éう．

プログラミング入門 - アªゴリズ% -

21週目に学習しî内N}中ñとしî演習}Éう．

プログラミング入門 - データ�可視° - matplotlibライブラリ}xいîデータ�可視°についi学習しaそれ}理~するîめ�演習}Éう．

24週目に学習しî内N}中ñとしî演習}Éう．

プログラミング入門 - 大規‡データ- pandasライブラリ}xいî大規‡データ�~Çu可視°についi学習しaそれ}理~するîめ�演習}Éう．

26週目に学習しî内N}中ñとしî演習}Éう．

28週目に学習しî内N}中ñとしî演習}Éう．

29週目ま�に学習しî内N�演習}Éう．

J
考

前期中間試Øおよû後期中間試Ø}実öする．
状úによっiは臨時試Ø}実öすることpある．

- S–122 -



科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 (b),(d),(e),(f),(g),(h),(i)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 ポスタ��思考記述内��アンケ��投�によ�評!する．

6 安&に実()*われているか0各実(�課34評!する．

7

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 構造力学0水理学0土質力学0橋梁工学

神戸市立工業高等専門学校 2025年Pシラバス

都市工学実(実習 (Laboratory Work in Civil Engineering)

上中 宏二郎 教授, 伊原 茂 教授, 鳥居 宣之 教授, 柿木 哲哉 教授, 野並 賢 教授

都市工学科・4年・前期・必修・2単位【実(実習】 ( 学修単位I )

A4-S2(10%), B1(10%), C1(20%), C2(20%), C4(30%), 
D1(10%) JABEE基準

授4�
概6�方針

　本実(実習4は03年éま4に学修しë知識（教養・専門ñ�総動ôして0問3解úにあëる能力（üエンジニアリング・
デザイン能力ñ�養うこと�目¨とする．各分野�実(�Æじて0工学¨∞感≤�≥き0構造0水理0土質∞µ専門基礎科目
�一π�理解�∫める．実(実習ºはクラス�4ºに編øして週¡に巡√し0各専門分野�実(装≈4理∆�理解と実
際問3へ�応用・展開能力�養うと同Œに0各œテ�—�ºôと協力し∞)”*うこと40チ�ムワ�ク力◊協調Ÿ�養う．

【C1】創造教育：橋�構造およfi材‡�特‚�理解し模‰�製Êと載荷
実(�Æじて創造力�養い力学�理解�∫め報Í4きる．コス�◊デザイ
ン∞µ総合¨にÌれë橋梁�設Ô4きる．

製Ê模‰�耐荷力�Òとデザイン(橋として�形Ûと構造�独創Ÿ)によ�評
!する．まëそれ”�レポ��にまとめそ�内�0橋梁模‰�デザイン�新規Ÿ
と力学¨∞合理Ÿによ�アンケ��投�によ�評!する．

【C4】土質：土�力学¨Ÿ質�˘める実(∞”fiに液Û化判定・擁壁設Ô
演習�Æじて0実(方��理解と実(Ò�実�へ�活用方�に�するレ
ポ��)Êø4きる．

土�力学¨Ÿ質について�実(方�∞”fiに液Û化判定・擁壁設Ô演習�
理解P0�fi報Í書Êø�評!は0実(レポ��(実(目¨0方�0結果0考察
等ñ・演習レポ���内�4評!する．

【C4】水理：水�物理特Ÿ・力学特Ÿについて�実(0理∆¨検�∞”fi
に数Ò実(�*い0報Í書�Êø)4きる．

水�物理特Ÿ・力学特Ÿについて�実(0理∆¨検�∞”fiに数Ò実(につ
いて�理解P�fi報Í書Êø�評!はレポ��（実(目¨0方�0結果0考察
等ñ�内�4評!する．

【A4-S2】橋梁�構造�理解し0耐荷力��きい橋梁模‰�制Ê4きる． 載荷試(�*って荷重Ò(最�強P)によ�評!する．

【B1】橋梁設Ô�思考�過��ポスタ�にまとめるとともに0載荷試(�
際に説�4きる．

【D1】設備・機�� �!いに注#し0安&に実(に �$むこと)4きる
．

【C4】º�構øôと協力して実(�*うこと)4きる．úめ”れë期限内に
実(報Í書)書ける．

º�構øôと協力して実()*∞われているか0各実(�遂*Û)4評!
する．実(ごと�報Í書（レポ��ñ∞”fiに課3�提出Û)4評!する．

【C2】-え”れë課3に/して0 工学基礎◊専門分野�知識�応用し0 か
つ情報�収2して戦4�立てること)4きる．まë0チ�ムとして協5し0解
úに必6∞判7とú定�*∞うこと)4きる．

複合¨∞知識用いてデザインし工学¨諸問3�解úすること)4きるか�ア
ンケ��0最�強P0Ê:よ�評!する．

ø;は0レポ��60%　アンケ��(創造実()20%　最�強P（創造実()20%　として評!する．レポ��ø;60%�内
=は土質実(30%0水理実(30%とする．総合評!�100点満点とし各実(・演習460点以上獲Bすること�合格基準
とする．提出期限)E”れ∞い課3は評!し∞い．まë0未提出�課3)あるとø;�評!し∞い(0点)．

[創造実(]プリン�
[水理実(]「水理実(解説書」（土木学会ñ
[土質実(]「土質試(基本と手Nき　第二√改訂版」（地盤工学会ñ

「橋（1ñ」堀Vほか（彰国社ñ
「PEL水理学」神\ほか（実教出版ñ
「土質試(�てfiき」（土木学会ñ
「土質試(�方�と解説　第一√改訂版」（地盤工学会ñ

履修:�
注意事項

実(は0構造力学0水理学0土質力学∞µ専門基礎知識に基づいて0工学¨現_�`しa理解することにある．まë実(は
チ－ムワ�ク（º別ñ4実dする�4再実(は4き∞いこと)原f4ある．さ”に0レポ���提出�期限�厳Eすること．
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授4計画（都市工学実験実習）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14 iグル�プごとに0製Êしë模‰�載荷kにlえ空気oジャッrによ�荷重�かけて耐荷力�測定する．

15 まとめ・報Í書

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

中間試(およfi定期試(は実dし∞い．

S4都市工学実(実習�実d方�についてオリエンテ�ション S4実(実習は10創造実( 20土質実( 30水理実(�3つ�実dする．クラス�1/4づつAº0Bº0Cº0Dºに分け0創造実(は
2º一xに2週ごとに0土質およfi水理実(は4週¡�ロ�テション4実dする．

[ABº]設Ô10[Cº]土�一zせ|7試(0 [Dº]直角三角Ä�検定
と水zÅ�測定

[創造実(]設Ô用資‡�もとに説��ÉけëÑに0iグル�プに分かれ製Ê物�概4設Ô�*う．[土質実(]供試á�Ê製し0
定まっë1つ�z4そ�供試á�せ|7し0そ�z上�せ|7応力とせ|7強さ�調べる．[水理実(]直角三角Ä�越流水∫と
流ã�測定する．å水zÅ�観察し0Å高0Åé◊Åè�測定する．

[CDº]設Ô10[Aº]土�一zせ|7試(0 [Bº]直角三角Ä�検定
と水zÅ�測定

[創造実(]設Ô用資‡�もとに説��ÉけëÑに0iグル�プに分かれ製Ê物�概4設Ô�*う．[土質実(]供試á�Ê製し0
定まっë1つ�z4そ�供試á�せ|7し0そ�z上�せ|7応力とせ|7強さ�調べる．[水理実(]直角三角Ä�越流水∫と
流ã�測定する．å水zÅ�観察し0Å高0Åé◊Åè�測定する．

[ABº]設Ô20[Dº]土�一zせ|7試(0 [Cº]直角三角Ä�検定
と水zÅ�測定

[創造実(]Nきêき製Ê物�詳細設Ô�*う．[土質実(]供試á�Ê製し0定まっë1つ�z4そ�供試á�せ|7し0そ�z上
�せ|7応力とせ|7強さ�調べる．[水理実(]直角三角Ä�越流水∫と流ã�測定する．å水zÅ�観察し0Å高0Åé◊Å
è�測定する．

[CDº]設Ô20[Bº]土�一zせ|7試(0 [Aº]直角三角Ä�検定
と水zÅ�測定

[創造実(]Nきêき製Ê物�詳細設Ô�*う．[土質実(]供試á�Ê製し0定まっë1つ�z4そ�供試á�せ|7し0そ�z上
�せ|7応力とせ|7強さ�調べる．[水理実(]直角三角Ä�越流水∫と流ã�測定する．å水zÅ�観察し0Å高0Åé◊Å
è�測定する．

[ABº]製Ê10[Cº]3é元地盤モデルÊø実習0 [Dº]ベンチュリメ�
タ�による流ã�測定

[創造実(]各自設Ôôに基づき材‡�裁7・加工�*う．[土質実(]専用ソフ��用いて3é元地盤モデル�Êøし0液Û化判
定�実dする．[水理実(] ベンチュリメ�タ��実(�Æしてベルヌイ�定理�理解�∫める．流ã係数�測定�Æじオリフィス
か”�流出に°う力学機構�学ぶ．

[CDº]製Ê10[Aº]3é元地盤モデルÊø実習0 [Bº]ベンチュリメ�
タ�による流ã�測定

[創造実(]各自設Ôôに基づき材‡�裁7・加工�*う．[土質実(]専用ソフ��用いて3é元地盤モデル�Êøし0液Û化判
定�実dする．[水理実(] ベンチュリメ�タ��実(�Æしてベルヌイ�定理�理解�∫める．流ã係数�測定�Æじオリフィス
か”�流出に°う力学機構�学ぶ．

[ABº]製Ê20[Dº]3é元地盤モデルÊø実習0 [Cº]ベンチュリメ�
タ�による流ã�測定

[創造実(]各自設Ôôに基づき部材接合�*う．[土質実(]専用ソフ��用いて3é元地盤モデル�Êøし0液Û化判定�実d
する．[水理実(] ベンチュリメ�タ��実(�Æしてベルヌイ�定理�理解�∫める．流ã係数�測定�Æじオリフィスか”�流
出に°う力学機構�学ぶ．

[CDº]製Ê20[Bº]3é元地盤モデルÊø実習0 [Aº]ベンチュリメ�
タ�による流ã�測定

[創造実(]各自設Ôôに基づき部材接合�*う．[土質実(]専用ソフ��用いて3é元地盤モデル�Êøし0液Û化判定�実d
する．[水理実(] ベンチュリメ�タ��実(�Æしてベルヌイ�定理�理解�∫める．流ã係数�測定�Æじオリフィスか”�流
出に°う力学機構�学ぶ．

[ABº]製Ê30[Cº]擁壁設Ô実習0 [Dº]実(デ�タ�整理解析
[創造実(]Nきêき各自設Ôôに基づき部材接合�*って模‰�形Êる．[土質実(]室内試(結果か”B”れë強P定数�用
いて0コンクリ��擁壁�安定Ÿ評!�実dする．[水理実(] 実(Òと理∆Ò�比©する∞µして0それぞれ�特‚◊´い�学ぶ
．パソコン�用いてデ�タ�≠◊グラフ∞µに整理する．

[CDº]製Ê30[Aº]擁壁設Ô実習0 [Bº]実(デ�タ�整理解析
[創造実(]Nきêき各自設Ôôに基づき部材接合�*って模‰�形Êる．[土質実(]室内試(結果か”B”れë強P定数�用
いて0コンクリ��擁壁�安定Ÿ評!�実dする．[水理実(] 実(Òと理∆Ò�比©する∞µして0それぞれ�特‚◊´い�学ぶ
．パソコン�用いてデ�タ�≠◊グラフ∞µに整理する．

[ABº]製Ê40[Dº]擁壁設Ô実習0 [Cº]実(デ�タ�整理解析
[創造実(]Nきêき各自設Ôôに基づき部材接合�*って模‰�形Êる．[土質実(]室内試(結果か”B”れë強P定数�用
いて0コンクリ��擁壁�安定Ÿ評!�実dする．[水理実(] 実(Òと理∆Ò�比©する∞µして0それぞれ�特‚◊´い�学ぶ
．パソコン�用いてデ�タ�≠◊グラフ∞µに整理する．

[CDº]製Ê40[Bº]擁壁設Ô実習0 [Aº]実(デ�タ�整理解析
[創造実(]Nきêき各自設Ôôに基づき部材接合�*って模‰�形Êる．[土質実(]室内試(結果か”B”れë強P定数�用
いて0コンクリ��擁壁�安定Ÿ評!�実dする．[水理実(] 実(Òと理∆Ò�比©する∞µして0それぞれ�特‚◊´い�学ぶ
．パソコン�用いてデ�タ�≠◊グラフ∞µに整理する．

[ABCDº]載荷実(

3œÆ�実(とaに創造実(について0これま4�検�内��まとめ報Í書�Êøする．
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シ ラ バ ス

（年間授業計画） 

 都 市 工 学 科 

２０２６ 年 度 

神戸市立工業高等専門学校 

６



JABEE基準 (b),(d),(e),(f),(g),(h),(i)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

科   目 都市工学実験実習 ( Laboratory Work in Civil Engineering )

担当教員 柿木 哲哉 教授, 宇野 宏司 教授, 高科 豊 特任准教授, 小塚 みすず 准教授, 情報系教員

対象学年等 都市工学科・5年・通年・必修・3単位【実験実習】 ( 学修単位I )

学習・教育目標 A4-S2(10%), B1(10%), C1(20%), C2(20%), C4(30%), D1(10%)

授業の方針と基準
方針

水理学，材料学，衛生工学，交通計画学，AI技術など都市工学の実験・実習をともなう応用分野の一層の理解を深めるため，各分野の実験・実習を3
班編成の小人数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワーク力や協調性を養う．また，実験・実習で得られた
データを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，グループワーク等での討論や成果物の完成を通じて各専門分野の理論の理解と実際問題への
応用能力を養う．

到   達   目   標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

【A4-S2】 水理学に関する実験ができるようになるとともに，実験目的を理
解し，データ分析・数値シミュレーションができる．

水理学に関する実験，データ分析・数値シミュレーションを行い，レポートの提
出状況および内容により評価する．

【B1】 実験内容について，的確な図・表を用いて文章や口頭で説明でき
る．

各自に与えられた課題に関する報告書等の文章や発表会で評価する．

【C2】 これまでに修得した知識や技術を応用し，情報を収集して，班員と
協働して課題を処理・解決することができる．

各実験の課題や報告書（レポート）で評価する．

【C1】 コンクリートの非破壊試験，物性試験を行うことができるとともに，得
られた結果を分析できる．

コンクリートの非破壊試験，物性及び耐久性試験を行い，レポートの提出状況
および内容，発表により評価する．

【C1】 各種の環境検査ができるようになるとともに，得られた結果を分析で
きる．

各種の環境に関する検査を行い，レポートの提出状況および内容により評価
する．

【C1】 交通調査ができるとともに，得られた結果を分析できる．また，交通
環境の改善案を検討し，設計できる．

交通調査のデータ整理，交通環境の改善案の検討を行い，レポートの提出状
況および内容により評価する．

【C4】 班の構成員と協力して実験を行うとともに，得られた実験データの集
計，解析および考察を行うことができる．

AI技術について理解を深め，学習した知識や技術について，レポートの提出状
況および内容により評価する．

【C4】 決められた期限内に実験・実習報告書を書ける．

班の構成員と協力して実験が行なわれているか，得られた実験データの集計，
解析および考察を各実験の遂行状況（課題）で評価する．

【D1】 設備・機器・装置等の取り扱いに注意し，安全に実験・実習を遂行す
ることができる．

各実験・実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．

総合評価
成績は，課題（内訳は水理：材料：衛生：交通計画：AI技術＝2：1：1：1：1）100%　として評価する．総合評価は100点満点で60点以上を合格とし，各実験
の合格基準を60点以上とする．提出期限超過の課題は評価しない．未提出課題がある場合は成績を評価しない．

【C1】 AI技術について理解を深め，学習した知識や技術を使用し，説明す
ることができる．

設備・機器・装置等の取り扱いに注意し，安全に実験が行なわれているか，各
実験・実習の遂行状況で評価する．

テキスト

「土木材料実験指導書　2015年度版」：土木学会編（土木学会）
「水理実験解説書　2015年度版」：土木学会編（土木学会）
「環境工学」：石井一郎（森北出版）
講義時に適宜配付する補足資料

参考書
「交通調査実務の手引」：（一社）交通工学研究会（丸善）
「コンクリ－ト標準示方書[維持管理編]」：（公社）土木学会（丸善）

関連科目
数学ⅠおよびⅡ，確率・統計，情報基礎，水理学I～III，材料学，コンクリート工学IおよびII，構造力学I～IV，都市環境工学，海岸工学，河川工学，土
木計画，都市交通計画学，都市工学実験実習

履修上のの評価方
法と基準注意事項

クラスを3班の小人数に編成し各実験を受講する．水理は通年，材料・交通計画，衛生・AI技術は前期または後期に履修する．安全管理に徹し，相応
しい服装で臨むこと．実験実習はチ－ムワーク（班別）で実施することが多いため，個別の再実験は認められない．そのため，出席することが原則であ
る．

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバス
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相対的静止水面の数値実験およびデータ分析・シミュレーション，水質測定(2)，生成AIの応用と留
意事項．

授業の計画（都市工学実験実習）

テーマ 内容（目標・準備など）

前期実験・実習ガイダンス
学各実験・実習について，実験内容，スケジュール，班割，注意事項など，実験・実習前のあらゆ
る問題点について，事前説明を行う．

水理学（前期）・コンクリート・交通計画学実験 開水路(流速分布)の実験，モルタル供試体作成，自動車類交通量調査およびデータ集計・分析．

水理学（後期）・衛生工学実験・AI技術実習 相対的静止水面・管水路（摩擦損失）の実験，水質測定(1)，機械学習と深層学習．

水理学（前期）・コンクリート・交通計画学実験 開水路(流速分布)の実験，モルタル供試体作成，自動車類交通量調査およびデータ集計・分析．

水理学（前期）・コンクリート・交通計画学実験 開水路(流速分布)の実験，モルタル供試体作成，自動車類交通量調査およびデータ集計・分析．

水理学（前期）・コンクリート・交通計画学実験
開水路（等流・不等流）の実験，非破壊試験結果の解析（数量化理論第Ⅱ類），信号現示調査およ
びデータ集計・分析．

水理学（前期）・コンクリート・交通計画学実験
開水路（等流・不等流）の実験，非破壊試験結果の解析（数量化理論第Ⅱ類），信号現示調査およ
びデータ集計・分析．

水理学（前期）・コンクリート・交通計画学実験
開水路（等流・不等流）の実験，非破壊試験結果の解析（数量化理論第Ⅱ類），信号現示調査およ
びデータ集計・分析．

後期実験・実習について，実験内容，スケジュール，班割，注意事項など，実験・実習前のあらゆ
る問題点について，事前説明を行う．

後期実験・実習ガイダンス

相対的静止水面・管水路（摩擦損失）の実験，騒音測定， AIの歴史と社会的受容性．

前期中間実験・実習のまとめ 水理学（前期），コンクリート，交通計画学各実験・実習のレポートおよび実験器具の整理と整備．

水理学（前期）・コンクリート・交通計画学実験
開水路（等流・不等流）の数値実験およびデータ分析・シミュレーション，モルタル強度試験，交通
環境の調査．

開水路（等流・不等流）の数値実験およびデータ分析・シミュレーション，モルタル強度試験，交通
環境の調査．

水理学（後期）・衛生工学実験・AI技術実習

相対的静止水面・管水路（摩擦損失）の実験，騒音測定， AIの歴史と社会的受容性．

相対的静止水面・管水路（摩擦損失）の実験，騒音測定， AIの歴史と社会的受容性．

水理学（前期）・コンクリート・交通計画学実験
開水路（等流・不等流）の数値実験およびデータ分析・シミュレーション，モルタル強度試験，交通
環境の調査．

水理学（前期）・コンクリート・交通計画学実験
ポテンシャル流れの数値実験およびデータ分析・シミュレーション，材料試験結果等の発表，交通
環境の計画・設計．

水理学（前期）・コンクリート・交通計画学実験
ポテンシャル流れの数値実験およびデータ分析・シミュレーション，材料試験結果等の発表，交通
環境の計画・設計．

水理学（前期）・コンクリート・交通計画学実験
ポテンシャル流れの数値実験およびデータ分析・シミュレーション，材料試験結果等の発表，交通
環境の計画・設計．

前期実験・実習のまとめ
水理学（前期），コンクリート，交通計画学の各実験・実習のレポート作成および実験器具の整理と
整備，データの取りまとめ，前期実験・実習の総括．

中間試験および定期試験は実施しない．

水理学（後期）・衛生工学実験・AI技術実習

水理学（後期）・衛生工学実験・AI技術実習

管水路（摩擦損失）の数値実験およびデータ分析・シミュレーション，ジャーテスト，AI技術を活用し
た課題解決の提案．

水理学（後期）・衛生工学実験・AI技術実習

管水路（摩擦損失）の数値実験およびデータ分析・シミュレーション，ジャーテスト，AI技術を活用し
た課題解決の提案．

水理学（後期）・衛生工学実験・AI技術実習

管水路（摩擦損失）の数値実験およびデータ分析・シミュレーション，ジャーテスト，AI技術を活用し
た課題解決の提案．

後期実験・実習のまとめ
水理学（後期），衛生工学の各実験・実習，AI技術実習のレポート作成および実験器具の整理と整
備，データの取りまとめ，後期実験・実習の総括．

水理学（後期）・衛生工学実験・AI技術実習 相対的静止水面・管水路（摩擦損失）の実験，水質測定(1)，機械学習と深層学習．

後期中間実験・実習のまとめ

水理学（後期）・衛生工学実験・AI技術実習

水理学（後期），衛生工学の各実験・実習，AI技術学習のレポートおよび実験器具の整理と整備，
データの取りまとめ．

水理学（後期）・衛生工学実験・AI技術実習
相対的静止水面の数値実験およびデータ分析・シミュレーション，水質測定(2)，生成AIの応用と留
意事項．

水理学（後期）・衛生工学実験・AI技術実習
相対的静止水面の数値実験およびデータ分析・シミュレーション，水質測定(2)，生成AIの応用と留
意事項．

水理学（後期）・衛生工学実験・AI技術実習

水理学（前期）・コンクリート・交通計画学実験

水理学（後期）・衛生工学実験・AI技術実習 相対的静止水面・管水路（摩擦損失）の実験，水質測定(1)，機械学習と深層学習．



神戸市立工業高等専門学校教務委員会規則 

2023年４月１日 

規則第130号 

（目的） 

第１条 この規則は、神戸市立工業高等専門学校（以下「本校」という。）における教務

の適正かつ公平な運用を確保するため設置する教務委員会（以下「委員会」という。）

に関して必要な事項を定めることを目的とする。 

（構成） 

第２条 委員会は、教務主事（教育）、副主事（教育）、各専門学科の代表者１名（ただ

し、機械工学科は２名）、一般科の代表者２名及び事務室学生課教務担当係長で構成す

る。 

２ 委員長は、教務主事（教育）とする。 

３ 委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、あらかじめ委員長が指名する

副主事（教育）がその職務を代理又は代行する。 

（定足数及び決議） 

第３条 委員会は、構成員の過半数の出席をもって成立する。また、議決を必要とすると

きは、特別の場合を除いて出席者の過半数をもって決する。 

（委員会の任務） 

第４条 委員会の任務は、次のとおりとする。 

(1)  教務に関する情報の収集、整理及び適用 

(2)  教育活動として行われる諸活動の立案及び実施 

(3)  視聴覚教育に関すること。 

(4)  ＦＤの計画及び実施に関すること。 

(5)  他の委員会に属さない教務に関すること。 

（委員会の開催） 

第５条 委員会は、原則として月１回開催するものとし、委員長がこれを招集する。ま

た、必要な場合は臨時に招集することができる。 

 （他の委員会等との関係） 

第６条 他の委員会等と関係のある事項については、当該他の委員会等の構成員職員の出

席を求めることができるほか、当該他の委員会等に処理を要請することができる。 

（事務処理） 

第７条 委員会に係る事務は、教務主事室及び事務室学生課が処理する。 

（その他） 

第８条 この規則の改廃については、委員会で協議する。 

附 則 

この規則は、2023年４月１日から施行する。 



   

神戸市立工業高等専門学校総合情報センター規則 

2023年４月１日 

規則第 123号 

（目的）  

第１条 この規則は、神戸市立工業高等専門学校総合情報センター（以下「センタ

ー」という。）の組織及び運営に関して必要な事項を定めることを目的とする。 

（設置） 

第２条 センターは、神戸市立工業高等専門学校（以下「本校」という。）の情報ネッ

トワークシステム及び電子計算機システム（以下「情報システム」という。）並び

に図書館を管理及び運用し、教職員及び学生の利用に供するとともに、情報教育の

充実及び校内の情報化を推進することを目的として設置する。 

（業務） 

第３条 センターは、前条の目的を達成するために次に掲げる業務を行う。 

(1)  センターが管轄する情報システムの運用及び管理に関すること。 

(2)  教育及び研究における情報システム利用の支援に関すること。 

(3)  事務処理における情報システム利用の支援に関すること。 

(4)  本校の広報活動における情報システム利用の支援に関すること。 

(5)  センターの広報誌に関すること。 

(6)  紀要に関すること。 

(7)  校内の情報化に関すること。 

(8)  情報セキュリティに関すること。 

(9)  校内の情報システムの企画、設計及び改善に関すること。 

(10) 情報機器の利用に関すること。 

(11) 図書館の運営及び管理に関すること。 

(12) 前各号に掲げるもののほかセンターの目的の達成に必要な業務に関すること。 

（構成）  

第４条 センターは、総合情報センター長（以下「センター長」という。）、副センター

長若干名及びセンター専任職員で構成する。 

２ 前項の構成員をセンタースタッフと称する。 

（センター長等）  

第５条 センター長及び副センター長は、校長が任命する。 

２ センター長は、センターの業務を統括する。 

３ 副センター長、センター専任職員は、センター長の指示を受けて、センターの管

理、運営及びその他の業務を行う。 

４ センター長の任期は原則２年とし、再任を妨げない。 

５ 副センター長の任期は原則４年以内とする。 



   

（部門） 

第６条 センターに、以下の部門を置く。 

(1)  システム管理部門 

(2)  情報教育部門 

(3)  情報化推進部門 

(4)  図書館部門 

(5)  情報資産管理部門 

(6)  オンライン教育支援部門 

２ 各部門は、センタースタッフ及びセンター長が委嘱した教職員で構成する。 

３ 各部門に部門長を置き、センター長が指名する。 

４ 部門長は、センター長又は副センター長が兼任することを妨げない。 

５ 図書館部門長は、図書館長を兼務し、センター長または副センター長から任命さ

れる。 

６ 各部門員の任期は１年とし、再任を妨げない。 

（運営委員会）  

第７条 センターに総合情報センター運営委員会（以下「運営委員会」という）を置

く。 

２ 運営委員会は、次に掲げる事項を審議する。 

(1)  センターの事業の計画及び実施に関する事項 

(2)  専門部会の設置に関する事項 

(3)  前各号に掲げるもののほかセンターの運営に関する重要事項 

３ 運営委員会は、センター長、副センター長、教務主事（教育）、総務係長、学生

係長、センター専任職員、図書館職員若干名及びセンター長が必要と認めた教職員

で構成する。 

４ 運営委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。 

５ 委員長は、運営委員会を原則として年２回招集し、その議長となる。ただし、委

員長が必要と認めたときは、臨時の運営委員会を招集することができる。 

（情報委員会）   

第８条 センターに情報委員会を置く。 

２ 情報委員会は、次の業務を行う。 

(1)  センターの広報誌に関すること。 

(2)  図書館に関すること。 

(3)  前各号に掲げるもののほかセンターが必要と判断した業務に関すること。 

３ 情報委員会は、センタースタッフ、各専門学科の代表者１名、一般科の代表者２

名、学生係担当者１名、図書館職員で構成する。 

４ 情報委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。 



   

（専門部会） 

第９条 センターは、必要に応じて、運営委員会の了承を得て専門部会を置くことが

できる。 

（細則） 

第 10条 この規則に定めるもののほか、センターの運営、管理及び利用に関する細則

は、別にこれを定める。 

（改廃） 

第 11条 この規則の改廃については、運営委員会で協議する。 

附 則 

この規則は、2023年４月１日から施行する。 



神戸市立工業高等専門学校自己評価委員会規則 

2023年４月１日 

規則第 127号 

（目的） 

第１条 この規則は、神戸市立工業高等専門学校自己評価委員会（以下「委員会」とい

う。）の設置及び運営について必要な事項を定めることを目的とする。 

（設置） 

第２条 学校教育法（昭和 22年法律第 26号）第 123条において準用される同法第 109条

第１項及び学校教育法施行規則（昭和 22年文部省令第 11号）第 179条において準用さ

れる同規則第 166条の規定を受け、神戸市立工業高等専門学校（以下「本校」とい

う。）の教育及び研究、組織及び運営並びに施設及び設備の状況について自らが行う

点検及び評価を実施するため、本校に委員会を置く。 

（構成） 

第３条 委員会は、教務主事（研究）、副主事（研究）１名、各専門学科及び一般科の

代表者各１名、事務室総務課総務担当係長、学生課教務担当係長をもって構成する。 

２ 委員会が必要と認めたときは、委員以外の関係教職員の出席を求めることができる。 

３ 委員長は、教務主事（研究）とする。 

４ 委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、副主事（研究）がその職務を

代理又は代行する。 

（任務） 

第４条 委員会の任務は、自己評価に関する次の事項とする。 

(1)  内部アンケート（学生による授業評価等）の実施及びその結果の分析並びに対応

の検討 

(2)  外部アンケート（卒業生・修了生、企業等に対するアンケート等）の実施及びそ

の結果の分析並びに対応の検討 

(3)  自己評価及び外部評価に関する企画及び実施並びに総括 

(4)  別に定める自己点検項目に基づく定期的な自己点検評価の実施 

(5)  外部機関認証（機関別認証評価）に関する実務 

（プロジェクトチーム） 

第５条 前条各号の任務を実施するため 、期間を定めてプロジェクトチームを組織する

ことができる。 

２ プロジェクトチームの構成員は、委員長が委嘱する。 

（任期） 

第６条 委員の任期は、１年とし再任を妨げない。 

（改廃） 

第７条 この規則の改廃については、委員会で協議する。 



附 則 

この規則は、2023年４月１日から施行する。 



神⼾市⽴⼯業⾼等専門学校
数理・データサイエンス・AI教育プログラム(応用基礎レベル)【都市⼯学科】取組概要

プログラムの目的
本教育プログラムは，急速に変化する情報社会に対応するための数理・データサイエンス・AIの基礎的素養を修得するとともに，実践的な能
⼒の習得，および，⾃らの専門分野に応⽤できる⾼度情報⼈材の養成を目的とする．

⾝につけられる能⼒
本教育プログラム修了⽣は，リテラシーレベルの数理データサイエンスAIの基礎的素養に加え，グループワークや実習を通じて得られる実践的
な技術を活⽤し，⾃らの専門分野に関わる地域社会の課題発⾒・解決能⼒，および，フィードバック能⼒を修得できる．

科目構成と修了要件 実施体制
本教育プログラムを構成する以下の所定科目を全て修得すること． 本教育プログラムは，下記のPDCAサイクルに基づいて継続的な改

善・進化を図っている．また，PDCAの外側に神⼾市⽴⼯業⾼等専門
学校⾃己評価委員会を置くことで本教育プログラム全体の点検・評価を
⾏い，本教育プログラムの実施が問題なく⾏われているか確認する．

Plan
教務委員会
・教育プログラム計画・運営

Do
授業担当者
・授業の実施

Check
都市⼯学科 学科会議
・授業アンケート結果の分析・評価

Action
数理・データサイエンス・AI教育支援
部会(都市⼯学科)&数理・データサ
イエンス・AI教育支援専門部会
・授業改善案の提案

神⼾市⽴⼯業⾼等専門学校⾃⼰評価委員会
(教育プログラムの点検・評価)

区 分単位
数

開講
学年対 象 科 目

データ表現とアルゴリズム41年数学Ⅰ（1年）

データ表現とアルゴリズム42年数学Ⅰ（2年）

データ表現とアルゴリズム43年数学Ⅰ（3年）

データ表現とアルゴリズム41年数学Ⅱ（1年）

データ表現とアルゴリズム22年数学Ⅱ（2年）

データ表現とアルゴリズム14年確率・統計

データ表現とアルゴリズム
AI・データサイエンス基礎
AI・データサイエンス実践

21年情報基礎

データ表現とアルゴリズム24年都市⼯学実験実習

データ表現とアルゴリズム
AI・データサイエンス基礎
AI・データサイエンス実践

35年都市⼯学実験実習

26修得単位合計

※ 対象科目は全て必修科目で構成されています．



神戸市立工業高等専門学校自己評価委員会規則 

2023年４月１日 

規則第 127号 

（目的） 

第１条 この規則は、神戸市立工業高等専門学校自己評価委員会（以下「委員会」とい

う。）の設置及び運営について必要な事項を定めることを目的とする。 

（設置） 

第２条 学校教育法（昭和 22年法律第 26号）第 123条において準用される同法第 109条

第１項及び学校教育法施行規則（昭和 22年文部省令第 11号）第 179条において準用さ

れる同規則第 166条の規定を受け、神戸市立工業高等専門学校（以下「本校」とい

う。）の教育及び研究、組織及び運営並びに施設及び設備の状況について自らが行う

点検及び評価を実施するため、本校に委員会を置く。 

（構成） 

第３条 委員会は、教務主事（研究）、副主事（研究）１名、各専門学科及び一般科の

代表者各１名、事務室総務課総務担当係長、学生課教務担当係長をもって構成する。 

２ 委員会が必要と認めたときは、委員以外の関係教職員の出席を求めることができる。 

３ 委員長は、教務主事（研究）とする。 

４ 委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、副主事（研究）がその職務を

代理又は代行する。 

（任務） 

第４条 委員会の任務は、自己評価に関する次の事項とする。 

(1)  内部アンケート（学生による授業評価等）の実施及びその結果の分析並びに対応

の検討 

(2)  外部アンケート（卒業生・修了生、企業等に対するアンケート等）の実施及びそ

の結果の分析並びに対応の検討 

(3)  自己評価及び外部評価に関する企画及び実施並びに総括 

(4)  別に定める自己点検項目に基づく定期的な自己点検評価の実施 

(5)  外部機関認証（機関別認証評価）に関する実務 

（プロジェクトチーム） 

第５条 前条各号の任務を実施するため 、期間を定めてプロジェクトチームを組織する

ことができる。 

２ プロジェクトチームの構成員は、委員長が委嘱する。 

（任期） 

第６条 委員の任期は、１年とし再任を妨げない。 

（改廃） 

第７条 この規則の改廃については、委員会で協議する。 



附 則 

この規則は、2023年４月１日から施行する。 



神⼾市⽴⼯業⾼等専門学校
数理・データサイエンス・AI教育プログラム(応用基礎レベル)【都市⼯学科】実施体制

プログラムを改善・進化させるための実施体制の役割と実施部署一覧，および，PDCAサイクル

PDCAサイクルの流れ
(P)神⼾市⽴⼯業⾼等専門学校の本科の正課教育の運営を円滑にするため，教務委員会を置く.教務委員会は本教育プログラムを含むカリ
キュラムや単位，成績の認定など学科の教務に関する事項を掌握しており，教務委員会で本教育プログラムの質・履修者数の向上に関する
事項を取り扱う．
(D)学科における情報教育の充実を支援するために専門科目においては，都市⼯学科が設置する数理・データサイエンス・AI教育支援部会と
神⼾市⽴⼯業⾼等専門学校総合情報センターが設置する数理・データサイエンス・AI教育支援専門部会により具体的な本教育プログラムの
授業を支援し，授業担当者と連携しながら，質の⾼い授業を実施する．
(C＆A)都市⼯学科会議で，本校で実施している学生アンケートから，本教育プログラム対象科目の授業内容や学生の理解度を分析し，
数理・データサイエンス・AI教育支援部会と数理・データサイエンス・AI教育支援専門部会とで情報を共有する．また，得られた授業改善案を
教務委員会へ提案する．これらの情報は，教務委員会を通じて授業担当者にも共有され，本教育プログラムの改善を継続的に推進
（PDCAサイクル）するものである．なお，本校では教員間の授業公開も実施しており，教員間の授業レベルが偏らないようにする試みも⾏
なっている．
また，上記体制が適切に運⽤されているのかについては，神⼾市⽴⼯業⾼等専門学校⾃⼰評価委員会が学習・教育目標の達成度や教
育等の状況について点検および評価する．



神⼾市⽴⼯業⾼等専門学校（都市⼯学科）大学等名
神⼾市⽴⼯業⾼等専門学校数理・データサイエンス・AI教育プログラム(応用基礎レベル)【都市⼯学科】教育プログラム名

応用基礎レベル（学部・学科等単位）申請レベル

令和７年度申請年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 申請用

取組概要
・プログラムの目的

本教育プログラムは，急速に変化する情報社会に対応するための数理・データサイエンス・AIの基礎的素養を修得するとともに，実践的
な能⼒の習得，および，⾃らの専門分野に応⽤できる⾼度情報⼈材の養成を目的とする．

・⾝につけられる能⼒
本教育プログラム修了⽣は，リテラシーレベルの数理データサイエンスAIの基礎的素養に加え，グループワークや実習を通じて得られる実
践的な技術を活⽤し，⾃らの専門分野に関わる地域社会の課題発⾒・解決能⼒，および，フィードバック能⼒を修得できる．

・科目構成と修了要件
本教育プログラムを構成する以下の所定科目を全て修得すること．

・実施体制
本教育プログラムは，下記のPDCAサイクルに基づいて継続的な改
善・進化を図っている．また，PDCAの外側に神⼾市⽴⼯業⾼等専門
学校⾃己評価委員会を置くことで本教育プログラム全体の点検・評価を
⾏い，本教育プログラムの実施が問題なく⾏われているか確認する．

Plan
教務委員会
・教育プログラム計画・運営

Do
授業担当者
・授業の実施

Check
都市工学科 学科会議
・授業アンケート結果の分析・評価

Action
数理・データサイエンス・AI教育支援
部会(都市工学科)&数理・データサ
イエンス・AI教育支援専門部会
・授業改善案の提案

神⼾市⽴工業⾼等専門学校⾃⼰評価委員会
(教育プログラムの点検・評価)

区 分単位
数

開講
学年対 象 科 目

データ表現とアルゴリズム41年数学Ⅰ（1年）

データ表現とアルゴリズム42年数学Ⅰ（2年）

データ表現とアルゴリズム43年数学Ⅰ（3年）

データ表現とアルゴリズム41年数学Ⅱ（1年）

データ表現とアルゴリズム22年数学Ⅱ（2年）

データ表現とアルゴリズム14年確率・統計

データ表現とアルゴリズム
AI・データサイエンス基礎
AI・データサイエンス実践

21年情報基礎

データ表現とアルゴリズム24年都市工学実験実習

データ表現とアルゴリズム
AI・データサイエンス基礎
AI・データサイエンス実践

35年都市工学実験実習

26修得単位合計

※ 対象科目は全て必修科目で構成されています．



【補⾜資料1】神⼾市⽴⼯業⾼等専門学校
授業アンケートを⽤いた授業内容の確認，および，学⽣理解度の確認

授業の内容と学⽣の理解度について
本教育プログラムでは，対象科目の授業の内容や学⽣の理解度の確認の尺度として，本校実施の授業アンケートを⽤いています．

授業アンケート例（抜粋）
以下に，実際の授業アンケートの集約結果を示します．全てを示すには量が多いため，
ここでは，一般科目である数学Ⅰ（2年）と専門科目である都市工学実験実習
（４年）の授業アンケートを抜粋しています．

全体のアンケート結果
本教育プログラムの全対象科目の各項目毎の
平均点をまとめたものを以下に示す．なお，この結
果は，令和7年(2025年)度前期のものになります．
※都市工学実験実習（5年）は，令和8年度より本教育プ
ログラムに合わせたカリキュラムに変更予定であるため除く．

【都市⼯学実験実習（4年）】

【数学Ⅰ（2年） 】
平均点設問

3.941

4.052

4.11 3

4.074

A︓この授業はわかりやすかったですか
（話し方，板書，ノート時間，熱意）

B︓この授業の⼯夫や準備は⼗分⾏われていましたか
(準備，点検，理解・技能，アフターケア)

C︓この授業の進め方や評価方法は適切でしたか
（シラバス，進め具合，質問への対応，試験）

D︓この授業は総合的に⾒て良いと評価できますか
（内容，興味・意欲，達成感）

本教科
(回答数:37)

この授業はわかりやすかったですか
（話し方，板書，ノート時間，熱意）
この授業の工夫や準備は十分行われていましたか
（準備，点検，理解・技能，アフターケア）
この授業の進め方や評価方法は適切でしたか
（シラバス，進み具合，質問への対応，試験）
この授業は総合的に見て良いと評価できますか
（内容，興味・意欲，達成感）

設  問 クラス平均 学年平均
1 4.70 4.39 4.13
2 4.70 4.45 4.21
3 4.68 4.45 4.29
4 4.68 4.44 4.24

本教科
(回答数:46)

この授業はわかりやすかったですか
（話し方，板書，ノート時間，熱意）
この授業の工夫や準備は十分行われていましたか
（準備，点検，理解・技能，アフターケア）
この授業の進め方や評価方法は適切でしたか
（シラバス，進み具合，質問への対応，試験）
この授業は総合的に見て良いと評価できますか
（内容，興味・意欲，達成感）

設  問 クラス平均 学年平均
1 4.13 4.25 4.03
2 4.13 4.30 4.09
3 4.15 4.31 4.14
4 4.15 4.32 4.12



【補⾜資料2】神⼾市⽴⼯業⾼等専門学校
産業界(企業)からの本校，本教育プログラムへの期待

本校に対する卒業⽣や企業からの要望
卒業⽣アンケートや本校が実施している外部評価において，以前から情報やAIに関する需要が高まっている状況となっていました．そのた

め，前段階として，令和4年度に本校において全学科対象のリテラシーレベルの教育プログラムが実施され，令和6年度に都市工学科にお
いて，より高度な⼈材育成のための本教育プログラムの実施にいたっております．

また，本教育プログラムの実施年度中の2024年2月に本校で様々な業種の企業向けに今後の学校運営に係る内容（その中の数理・
データサイエンス・AIに関する内容は2問が関連)についてアンケートが⾏われました(有効回答数︓225社)．以下に関連する設問内容を
記載します．

アンケート結果の集約

設問1︓これからの産業界において，理⼯系専門分野の知識を有し，その知識をベースとして数理・データサイエンス・AIの情報技術も
活⽤できるデジタル人（専門分野×情報技術）の必要性を感じますか︖

設問2︓これからの産業界において，情報・AI・DXなどの⾼いデジタル技術を⼯学系分野に展開し，新しい価値を創造できる⾼度情
報専門人財の必要性を感じますか︖

アンケート結果(有効回答数︓225社)を以下に示します．

設問1の回答結果については，「非常に必要性を感じる」︓136，「必要性を感じる」︓85，「必要性をあまり感じない」︓4
設問2の回答結果については，「非常に必要性を感じる」︓146，「必要性を感じる」︓75，「必要性をあまり感じない」︓4
設問1と2において「必要性を全く感じない」という回答数は0となっています．このことからも98％以上の企業において，本教育プログラムへの
期待が高いことが再度確認できました．
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